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１．議事日程（第２日目） 

  （平成１９年度安芸高田市予算審査特別委員会） 

平成１９年 ３月１３日 

午前１０時００分 開議 

於  安芸高田市議場 

 １、開 会 

 ２、議 題 

  （１）議案第４号 平成１９年度安芸高田市一般会計予算 

 

 ３、散 会 

 

 

 

２．出席委員は次のとおりである。（１８名） 

   委員    川 角 一 郎      委員    塚 本   近 

   委員    明 木 一 悦      委員    秋 田 雅 朝 

   委員    田 中 常 洋      委員    加 藤 英 伸 

   委員    松 村 ユキミ      委員    熊 高 昌 三 

   委員    青 原 敏 治      委員    金 行 哲 昭 

   委員    杉 原   洋      委員    入 本 和 男 

   委員    山 本 三 郎      委員    今 村 義 照 

   委員    玉 川 祐 光      委員    岡 田 正 信 

   委員    亀 岡   等      委員    渡 辺 義 則 

 

 

 

３．欠席委員は次のとおりである。（２人） 

   委員    赤 川 三 郎      委員    藤 井 昌 之 

 

 

 

４．委員外議員 

   議長    松 浦 利 貞 

 

 

 

５．安芸高田市議会委員会条例第１９条の規定により出席した者の職氏名（１５名） 

  市 長  児 玉 更太郎  副 市 長  増 元 正 信 

  副 市 長  藤 川 幸 典  総 務 部 長  新 川 文 雄 

  自 治 振 興 部 長  田 丸 孝 二  企 画 課 長  竹 本 峰 昭 

    自 治 振 興 課 長  小 田   忠  地 域 振 興 課 長  今 田 基 良 
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  企画課企画調整係長  池 本 俊 則  企画課企画調整係担当係長  大 田 雄 司 

  企画課広報統計係長  山 中   章  自治振興課自治振興係長  粟 田 和 則 

  地域振興課地域振興係長  隅 田 克 良 

 

 

６．職務のため出席した事務局の職氏名（３名） 

  事 務 局 長  増 本 義 宣  書 記  光 下 正 則 

  書 記  国 岡 浩 祐 
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   ～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

      午前１０時００分 開議 

○川角委員長  おはようございます。 

 前日に引き続き、会議を再開いたします。 

 ただいまの出席委員は18名でございます。 

 定足数に達しておりますので、これより予算審査特別委員会を開会い

たします。 

 なお、藤井議員と赤川議員の方から欠席の届けが出ておりますので、

ご報告をさせていただきます。 

 本日の審査日程は、お手元に配付したとおりでございます。 

 議案第40号、平成19年度安芸高田市一般会計予算のうち自治振興部に

係る部分を議題といたします。 

 それでは、自治振興部長から要点の説明を求めます。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  それでは、まず、お手元の方に2006年度の「毎日・地方自治大賞」の

資料をお配りをしております。3月9日に総務企画常任委員会がございま

したけれども、私欠席をさせていただきまして、市長の代理として、こ

の地方自治大賞の受賞に東京の方にお伺いしましたので、まず、そのご

報告をさせていただけばというふうに思います。 

 この「毎日・地方自治大賞」は、毎日新聞社が毎年テーマを決めまし

て、そして、全国から公募を受け、そして大賞、優秀賞等を定めるもの

でございます。今年度のテーマは「コミュニティの再生」と「食育」と、

こういった二つのテーマを持ちまして審査が行われたところであります。 

 安芸高田市は「自らの地域は自らの手で～小さな自治システムの構築

と展開～」ということで、住民自治組織を中心にした、いわゆる自治シ

ステム、こういったものについて取り組みをご報告申し上げましたとこ

ろ、残念ながら最優秀賞にはなりませんでしたけども、3本の優秀賞の

一つに選ばれました。当日、表彰式に臨みましたところ、前の副知事で

ありました総務省の官房の総括審議官の久保さんも来ておられまして、

すぐ私のところに来られて、いわゆる高田のこうした取り組みに対して、

前々から注目しとったし、総務省においてもいわゆる後輩の事務官吏、

広島に行ったらぜひあそこに寄りなさいということも言ってるんだよと

いうふうな温かいお言葉もいただきました。 

 それから、自治総合センターの共済でありますが、前の理事長で、現

在は全国の市町村共済の連合会の組合長をしていらっしゃいます松本先

生、この方は自治省の事務次官をされた方でございますけども、この先

生も私のとこにおいでになりまして、合併前に高宮町にお伺いをしたけ

ども、そのときの契機で合併に基づいて地方自治法が一部改正をされま

したが、地域自治区等々の改正につながった、いわゆるそういった原点

に当たるところがこの安芸高田の住民自治組織なんだと。そういった意

味では、確かにいろいろな事業等、イベント等で派手しこなことをして
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受賞されるというケースもあるけども、まさに住民自治の王道によって

受賞をされたというふうに、私たちは思っているんですよと、こういっ

た非常に温かい声もいただきました。 

 そうしたことで、安芸高田のこうした住民自治組織を中心にした協働

のまちづくりということが全国的にも高い評価を受けているということ

を実感したとこであります。こうした受賞を契機にしまして、さらに住

民自治組織のいわゆる活性化に努めてまいりたいというふうに思います

し、それを母体にして生まれておりますまちづくり委員会、これが本来

のいわゆる設定をされました役割を19年度、さらに発揮できますように

努めてまいりたいというふうに思っておるところでございます。 

 以上「毎日・地方自治大賞」の受賞の報告を、まず最初にさせていた

だきました。 

 それでは、来年度の自治振興部の予算関係でございますけども、考え

方等を含めて少しご説明を申し上げたいというふうに思います。 

 新市になりまして、4年目でございます。と同時に、児玉市政1期のい

わゆる最終の年ということでございます。そういったことから、市長が

常々申されております重点事業、これにめどをつけるという一つの年で

あろうというふうに思いますし、協働のまちづくりということをやはり

先ほどの受賞の話で申し上げましたように、まちづくり委員会等、いわ

ゆる住民の声が、制度や施策としていわゆる届けられてくる、そういっ

た機能を持つような形にしていく。そういった大切な年なんだという認

識を持っております。 

 まず、ハード事業でございますけども、これは今年度第2庁舎、総合

文化保健福祉施設につきましては、完成の年であります。お陰をもちま

して、順調な工事の進捗を見ておりますので、予定をしております11月

3日の竣工式に向けて、工事のみならず、諸般の準備万端を滞りなくや

り遂げたいという思いでございます。 

 もう1つは、葬斎場の整備の問題でございます。地元の方にいろいろ

とご説明申し上げ、ご理解をいただく取り組みをしておりますけども、

今年度ぜひそういった取り組みが功を成しますように、そして、一応、

測量でありますとか、環境影響調査でありますとか、そういったところ

の予算組みをさせていただいておりますけども、そのことが着手できる

ように頑張ってまいりたいというふうに思っておるところであります。 

 また、一方で協働のまちづくりの関係でございますけども、これにつ

きましては、まず市民の皆さんとの情報の共有ということが一つの柱に

なってまいると思います。これまでも、私たちも試みておりましたけど

も、やはり広報等におきましては、現在の市が抱えているやはり大きな

課題であったり、そういったものをやはり十分市民の皆さんに届けるよ

うな、やはり広報のあり方というのをもう一度再構築をしてみたいとい

うふうに考えておりますし、ホームページ等も年間30万件程度アクセス

があるようでございますけども、さらに住民懇談会等のご提言等をいた
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だいておりますので、そういったこの中から見やすい、または情報をし

っかり提供できるようなシステムも構築する必要があるんだろうという

ふうに思っています。 

 また、市長を先頭にいたしまして、支所別懇談会なり自治懇談会等実

施しておりますけども、3年を経過をし、最後の年でございますので、

もう少し市民の皆さんからご意見をいただけるような、そういった方向

も今年度検討すべきなんだろうというふうに考えておるところでありま

す。こうした情報の共有をもとにしまして、住民自治組織の育成という

ことで、頑張ってまいりたいというふうに思います。 

 また、まちづくり委員会につきましては、現在、福祉、地域福祉とそ

れから安心安全の小委員会を持っておりますけども、これが市内のすべ

ての振興会の中で行われている諸々の地域福祉、さらには安心安全の取

り組みについて、現在、調査を進めていただいております。それぞれの

地域ですばらしいものは市内全域に広めていくように、またしてみたい

というふうにも思いますし、また、そうしたことの中から新たな課題な

りが出てくるだろうというふうに思いますが、そうしたことにつきまし

ては、やはり制度、施策として提言をしていただけるような、そういっ

た取り組みもしてみたいというふうに思っております。 

 このことによって、まちづくり委員会の設立をしておりました、言っ

てしまえば目的といいますか、本来の姿になってくるんじゃなかろうか

という気がしておりますので、そういった取り組みが今年度やはりなさ

れるべきなんだろうというふうに思っておるところであります。 

 そのほか、ソフト事業としましては、既に総務企画常任委員会でご報

告申し上げておりますけども、生活交通のいわゆる再編の問題でありま

す。特に、路線バスにつきましては、残念ながら改革が功を奏しなかっ

たということ現実がございますので、現在、既にバス会社等に調査等依

頼をしておりますが、そういったものを早急に整理をいたしまして、早

い段階で新しい体系等をまたご提案申し上げて、実施に移していきたい

というふうに思っておるところであります。 

 また、第三セクターの問題も、いわゆる多くの第三セクターが残念な

がら営業的な部分の補てんもせざるを得ないという環境になりつつある

ということも踏まえまして、今後の第三セクターのあり方にもいわゆる

議論を進めていく必要があると思いますし、状況によったらその再編と

いうことについてもご議論をいだく必要があるのではなかろうかという

ふうな思いでおります。 

 以上のような観点で、今年度予算を編成をしておりますので、よろし

くお願いを申し上げたいというふうに思います。なお、詳細につきまし

ては、それぞれの課長が参っておりますので、課長の方からご説明を申

し上げたいというふうに思います。 

○川角委員長  竹本企画課長。 

○竹本企画課長  それでは、19年度の企画課の予算について説明を申し上げます。 
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 まず、歳入につきましては予算書の方で説明をさせていただきたいと

思いますので、予算書の方をごらんいただきたいと思います。 

 まず、17ページをごらんいただきたいと思います。 

 13款・使用料及び手数料、1の使用料、1目総務使用料、節の2、総務

使用料の519万1,000円でございますが、これにつきましては、18年度事

業実施しました吉田町小山、竹原、甲田町小原地区の無線アクセスの使

用料等、使用料が504万円。さらに生活交通の生田車庫の使用料として

備北交通より15万円、そういった形の中519万1,000円の予算をしておる

ところでございます。 

 次、18ページの方をごらんいただきたいと思います。同じく使用料及

び手数料の中の4目の労働使用料の節・労働使用料334万8,000円の市営

駐車場使用料の内訳でございますが、これはパーク・アンド・ライド事

業等によりまして整備いたしました甲立駅及び向原駅の駐車場の使用料

でございます。これが、一時使用料及び月極めの使用料と合わせまして

甲立駅が61万2,000円、向原駅を267万9,000円等の主な使用料等のもの

でございます。 

 次に、26ページをごらんいただきたいと思います。15款・県支出金、

3項の委託金、1の総務費委託金、節の4統計調査費委託金327万3,000円

ですが、これは説明の方にも記述しておりますように、19年度予定して

おります統計調査等の委託金、学校基本調査費委託金、工業統計調査費

委託金等とその他3統計の合わせて327万3,000円の県からの委託金でご

ざいます。 

 27ページの後段になりますが、次、16款の財産収入の方を見ていただ

きたいと思います。1項の財産運用収入、目の1、財産貸付収入、土地建

物貸付収入、金額として1,420万2,000円ありますが、そのうち33万

6,000円が道の駅北の関宿のポプラの賃料でございます。これが33万

6,000円、このうちの含まれていると見ていただきたいと思います。 

 続きまして、34ージをごらんいただきたいと思います。 

 20款の諸収入、項の5雑入、目の4雑入、節の3雑入のうち、説明の欄

にありますように、企画課関係雑入4,579万4,000円を計上しております。

この内訳といたしましては、新空港整備事業助成金としまして、広島県

市町村振興協会より43万8,000円、湖面利用研修センター使用料、これ

は八千代にあります土師ダム周辺にありますハジ丸館、これ国土交通省

より226万6,000円、さらに庁舎建設等に伴います太陽光発電に伴う省エ

ネ普及対策事業補助金としてＮＥＤＯから4,015万4,000円、さらに同じ

く太陽光発電等のシステムの関係におきまして、中国産業創造センター

助成金といたしまして250万円等、そういったもののあわせて4,579万

4,000円となっております。 

  歳入については、以上でございます。 

  歳出につきましては、お手元の予算説明資料に基づき説明をさせてい

ただきたいと思いますので、今度はそちらの方をごらんいただきたいと
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思います。7ページをお開きいただきたいと思います。 

 まず文書広報事業でありますが、542万1,000円を予算計上しておりま

す。主な支出につきましては、広報あきたかたの印刷代423万6,000円と

市のホームページの保守管理委託料の97万1,000円であります。広報紙

は毎月発行し、第4木曜日に嘱託員を通じて各家庭に配布しております。

また、19年度もそのように考えております。ホームページにつきまして

は、月平均で約3万1,000から3万2,000件のアクセスがあります。平成17

年度の件数におきましても、その前年より比較して約2万6,000件上回っ

ているような状況がございます。こうした中、情報化等一層促進をされ

ているものと考えおります。 

 次に、広聴事業でありますが、2万5,000円を計上しております。これ

は支所別懇談会における会場借り上げ料でございます。ちなみに平成18

年度の支所別懇談会は昨年6月から7月上旬に旧町単位で開催いたしまし

たが、6会場合わせて769人の参加がありました。そのほか振興会単位の

懇談会が5回と各種団体の単位の懇談会が2回開催をされております。 

 次に企画管理費ですが、105万4,000円を計上しております。主な内容

は事務執行関係費が44万5,000円と、県地域振興対策協議会、県内陸部

振興対策協議会等の各種広域行政関係の協議会の負担金が60万9,000円

でございます。 

 次に、交通対策事業でありますが、1億2,262万9,000円を計上してお

ります。主な支出は、美土里高宮高速バス停、ＪＲ三江線、芸備線の各

駅の電気代、水道、し尿くみ取り代、清掃委託等の各施設の維持管理経

費を218万9,000円計上しております。 

 また、生活バス路線の維持負担金を1億1,000万円と、予約乗り合いタ

クシーの業務委託費を348万円計上しているところでございます。生活

バス路線の再編につきましては、現在、備北交通等に実態調査等もお願

いし、委託調査等を行っており、早期に再度バス運行路線等の見直しを

行うことにより、経費の削減に努めるよう対応していきたいと考えてお

ります。また、今年度新規事業といたしまして、ＪＲ向原駅、甲立駅前

にありますパーク・アンド・ライド事業で整備しました駐車場に、一時

利用者を対象とした自動発券機を設置し、市民等の利用の促進を図って

まいりたいと考えております。その自動販売機の設置工事請負費として、

甲立駅、向原駅2カ所で460万円の請負費を計上しておるところでござい

ます。 

  次に、葬斎場施設整備事業でございますが、2,616万3,000円を計上し

ております。現在、整備予定地周辺の地元協議を続けておるところでご

ざいます。地元との協議等が整いましたら、実施測量等の業務に入って

まいりたいと考えております。この業務委託費を1,900万円、また施設

整備により環境にどのような影響を及ぼすか等の環境影響調査等の業務

委託を500万円計上しておるところでございます。 

 また、その他といたしまして、用地買収等が生じることも想定されま
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すので、その際の不動産鑑定に伴う手数料を150万円計上いたしておる

ところでございます。 

 次に、無線アクセス管理運営費でありますが、316万7,000円計上して

おります。18年度整備いたしました吉田町小山、竹原地区及び甲田町小

原地区の無線アクセスによるインターネット接続サービスの運用開始に

伴う経費でございます。主な支出につきましては、サーバー、プロバイ

ダー等の使用料と無線システムの受付委託業務委託料で、197万8,000円

計上しております。 

 次に、外郭団体補助事業につきましては、9,665万9,000円を計上して

おります。このうちエコミュージアム川根につきましては自治振興課の

所管ですので、後ほど自治振興課より説明をさせていただきます。 

 他のものについてということで、施設の指定管理による施設管理の委

託料でありますが、たかみやの湯の森が500万円、株式会社神楽門前湯

治村へ2,750万円、道の駅北の関宿につきましては、委託先の神楽門前

湯治村へ1,040万円、八千代サイクリングターミナル及び土師ダム周辺

施設管理につきましては財団法人八千代町開発公社に合わせて4,400万

円を計上しております。 

  また、財団法人安芸高田市地域振興事業団につきましては、19年度よ

り基本的には、教育委員会での指定管理による施設管理費として計上し

ておりますが、特産品開発事業、また、地域振興に係る講演会等の協力

支援の補助金として、自治振興部企画課としては90万円を計上しており

ます。また、神楽門前湯治村は開設以来8年が経過し、昨年度の18年度

においては浴場等のリニューアル工事を行いました。今年度は、施設利

用者の増及び経営の安定化、健全化に向けて、一層指導強化等図ってま

いりたいと考えております。 

 次に、第2庁舎・総合文化保健福祉施設建設についてでありますが、

施設の完成を本年の10月とし、11月からは供用開始できるよう計画して

おります。19年度分の事業費といたしましては、7億7,306万8,000円を 

計上しております。主な支出につきましては、庁舎と総合文化保健福祉

施設の工事請負費として5億3,162万円及び第1分庁舎の改修工事請負費

を7,035万円、また、備品購入費として5,240万円を計上しておるもので

ございます。 

 次に、統計調査管理費に14万6,000円計上しておりますが、これは県

農林統計協会負担金が主なものでございます。 

 次に、商業統計調査に115万1,000円、工業統計調査に36万7,000円、

学校基本調査に6万8,000円、就業構造基本調査に62万2,000円、また住

宅土地統計調査準備と及び試験調査費、合わせて109万4,000円円計上し

ておるものでございます。これは各調査の実施に伴う調査員の報酬と、

関連経費が主なものでございます。 

 最後に、普通財産取得費でありますが、1,253万5,000円計上しており

ます。これは旧八千代町が公共用地の取得に際し、旧八千代町開発公社
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を通じて取得しておりますが、その土地の購入に当たっては公社が資金

の借り入れを行って実施しており、安芸高田市においてその元利償還金

を返済するものであり、19年度の元利償還金が1,253万5,000円というも

ので計上したものでございます。 

 以上で、企画課の説明を終わらせていただきます。 

○川角委員長  小田自治振興課長。 

○小田自治振興課長  それでは、続きまして自治振興課の予算につきましてご説明を申し上

げたいと思います。 

 歳入でございます。予算書の23ページをお開きいただきたいと思いま

す。予算書の23ページ、県支出金、県補助金、総務費の県補助金の総務

管理費県補助金、予算額が17万7,000円でございます。この予算につき

ましては、県事業の住民自治活動フォローアップ事業という事業がござ

いますが、これの補助を受けるものでございまして、毎年、実施をして、

今年度も予定しております市民フォーラムを実施いたしますけども、そ

れに係ります県の補助金でございます。 

 続きまして、予算書の34ページをお開きをいただきたいと思います。 

 予算書の34ページ、諸収入、雑入でございますが、自治振興課関係の

雑入ということで、予算額60万円でございます。この予算につきまして

は、市外から視察者に対して資料代として1人500円を徴収をしておりま

すけども、この費用ということで60万円ほど組んでおります。2月末ま

での団体として、現在、70団体余りの視察者、視察団体が現在あるとい

う状況でございます。 

 続きまして、歳出について説明をさせていただきます。歳出につきま

しては、説明資料の7ページをお開きいただきたいと思います。 

 説明資料7ページの一番下の段、外郭団体補助費でございます。外郭

団体補助金の中、予算額が9,665万9,000円のうち、エコミュージアム川

根に係ります施設経費として870万円計上をしております。このエコミ

ュージアム川根につきましては、現在、施設利用者等も減少傾向にある

ということもございます。そういった形の中で、施設経営の安定を図る

ということで、本年連携協定を結びました広島県立大学等の協力を受け

ながら、現在、実施をしております地域づくり大学であるとか、エコロ

ジースクール等研修機能がございますので、この研修機能を生かした自

主事業の実施を強めてまいりたいと考えております。さらには川根らし

い食事のメニューの開発であるとか、またはもてなし、そこらのところ

を高めながら、来訪者の増加ということもありますけども、地域内の利

用というのもさらなる向上を図っていきながら、収益性の向上を支援を

してまいりたいと考えております。自主事業で、19年度の予定としては、

今のようなエコロジースクール以外に児童サロンであるとか、高齢者を

対象としたふれあいサロン等も現在計画をしていただいているという状

況でございます。 

 続きまして、説明資料の9ページをお開きください。 
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 総務費、総務管理費の中の基幹集会所管理費でございます。予算額が

2,345万9,000円ということで、この本予算につきましては、自治振興課

が所掌をいたします基幹集会所の維持管理経費とさらに小規模集会所の

整備助成を計上いたしたものでございます。主たる費用でございますが、

基幹集会所の施設の維持に係ります経費としての1,445万9,000円。さら

に3カ所の小規模集会所の整備助成として900万円を計上をいたしており

ます。19年度の小規模集会所の整備予定地区でございますが、3カ所ご

ざいます。一つは吉田町小山地区、さらに美土里町瀬木奈良谷地区、3

件目が高宮町の田草地区、以上の3件でございます。 

 続きまして、説明資料の9ページ、自治振興総務管理費でございます。

予算額が731万7,000円でございます。本予算につきましては、地域振興

に係わる経費として計上をさせていただいておるものでございます。1

つは、市民フォーラム開催事業として31万5,000円、それから、まちづ

くり講座、これは人材育成としての研修会の開催費用でございますが、

26万7,000円。それから、地域振興推進員、地域振興会等への相談、ま

たは支援活動の展開ということで地域振興推進員を設置しておりますが、

この費用として432万円。それから、市民の方々が安心して日常の活動

ができるということで、まちづくりサポーター保険につきましても、昨

年度に引き続き、計上させていただいておりますが、この費用として81

万円。 

  さらに、県立広島大学との連携事業ということでございますが、住民

自治活動の実態、または、さらにそれを踏まえた今後の展開等を図ると

いうことで、連携事業として113万9,000円を計上しております。  この

中には、公開講座の開催費用も含まれているという状況でございます。 

  市民フォーラムにつきましては、今年度も実施をいたしまして、370

名余りの多くの方々に参加をしていただきましたけども、昨年から市民

フォーラムの企画運営については、まちづくり委員会の中に小委員会等

設けていただいて、市民の方々の手による企画運営等を図っていただい

ておるわけでございますが、来年度につきましてもまちづくり委員会の

中の市民フォーラム運営企画委員会を設置する中で、住民の方々ともに

この市民フォーラムというのを企画運営をしながら取り組んでいきたい

と、こう考えております。 

  それから、まちづくり講座ということでございますが、これも地域振

興を図る上でのリーダーの育成等、または人材育成も含めての講演会で

ございますが、テーマとして中山間の問題、またはさらに集落の維持で

あるとか、地域福祉も含めた形のテーマを掲げながら、今年度も実施を

したいと考えております。 

  それから、地域振興推進員の設置事業でございます。現在、辻駒健二

さんに地域振興推進員をお願いをしとるわけですが、この活動につきま

して辻駒さんの思っておられる、いわゆるまちづくりに関しての長い経

験または専門的な知識、そういったものを生かしていく。 
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  現在では、農水省であるとか、総務省の委員として辻駒さんの今まで

取り組んでこれられた活動というのが全国的にも高い評価を受けておら

れます。こうした辻駒さんの持たれている組織運営であるとか、または

地域計画というような実践に基づいた智恵とか経験を、安芸高田市のこ

れからのまちづくりに生かしてまいりたいと考えておるところでござい

ます。引き続いて、辻駒さんに地域振興推進員としてお願いをしたいと

考えております。この地域振興組織の方からもということでございます

が、一つの辻駒さんの成果ということもあろうかと思いますが、住民自

治組織の方々から以前に比べて職員が地域の活動にかかわりを持ってく

れるようになったということもお聞かせをいただいております。 

  しかしながら、まだまだ十分ではないというようなお言葉も上がって

いるところでございますが、やはり少しずつではありますけども、職員

が地域の中にかかわりをふやしている、高めているという状況があるの

ではないかと考えております。このことにつきましても、推進員が全職

員を対象とした研修であるとか、その後の取り組み等の中でその成果と

いうのが少しずつあらわれつつあるのではないかと考えております。 

  18年度においては、それぞれ現在広報の中に「地域力」というコーナ

ーを設けていただいてますけども、それぞれ振興会を訪問しながら、そ

の取り組みについて相談をしていただき、その取り組みを広く紹介をす

るというようなこともしておりますし、また、まちづくり委員会全体の

委員会もありますし、正副委員長会議または小委員会等も、4つの小委

員会を回しながら全部で20回ぐらい小委員会を設けていますが、それも

すべて辻駒さんには出ていただいて、指導・助言はいただいているとい

う状況もございます。こういった形で活動をしていただいておりますの

で、19年度につきましても、引き続いてこういった形で安芸高田のまち

づくりにご支援をいただきたいと考えているところでございます。 

 それから、まちづくりサポーター保険でございますが、昨年導入いた

しまして、事故が発生しなければいいがということで考えておりました

けども、現在、18年度において事故が5件発生をしております。そのう

ち、保険適用が4件ということでございます。入院というような形には

なっておりません。手をけがされたりとかということの通院ということ

で、それがおさまっている状況でございますが、適用できなかった条件

の例というのが、その行事から直接的な傷害、事故ということでなしに、

作業をしておられるうちに気分が悪くなられて、これが事故と直接的な

因果関係が認められないということの保険会社の判断ということで、こ

れは通常の疾病に当たるということで、適用にならなかったというのが

1件ございます。 

  それから、県立広島大学との連携事業で113万9,000円ほど組んでおり

ますけども、現在、まちづくり委員会の中で福祉の小委員会、または安

全安心なまちづくり小委員会等で検討いただいておりますが、それぞれ

地域の活動の実態をすべて洗い出して、それを検証しようということで、
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その作業をまちづくり委員会の中で、小委員会の中で作業を進めていた

だいております。この実態調査というのを整理、分析をして、一つの報

告という形に取りまとめようと。そのために、大学の力をお借りしなが

ら、その取りまとめ作業をお願いしようということで予算を組ませてい

ただいておるものでございます。 

  さらには、公開講座、現在、3月中に5件の公開講座も予定をしており

ますけども、来年も引き続いてこの公開講座を開催をしながら、全体的

なまちづくりというのも進めてまいりたいと考えているところでござい

ます。 

  引き続きまして、9ページのまちづくり委員会でございます。まちづ

くり委員会費ということで、予算額は191万4,000円でございます。 

  18年度のまちづくり委員会につきましては、4つの小委員会を新たに

設けていただいて、それと連携をしながら進めてまいっているという状

況がございます。5回の委員会と6回の委員長副委員長会議を開催し、計

10回の小委員会を開催をしておるところでございます。 

  市民フォーラムの運営企画委員会の活動につきましては、先ほどご報

告をさせていただいたとおりでございますが、多くの方の参加があがっ

ているという状況でございますし、または福祉の小委員会、安全安心な

小委員会では地域における福祉活動とか、安全安心の活動について地域

独自でやっているもの、または社協であるとか市と連携をしながらそう

いった活動を展開しているものというものも分類をしながら、現在、そ

の実態調査の洗い出しをしていっていただいている状況でございます。 

  これを19年度の中で整理をしながら、このいい活動につきましては、

市域全体にこれが拡大できるようにということで、その取り組みをして

いきたいと考えておるところでございます。 

  19年度におきましては、小委員会を3つ設置をしようということで、

前回のまちづくり委員会の中でも決定をしていただいたところでござい

ますが、その3つというのは安心安全なまちづくり小委員会、地域福祉

小委員会、市民フォーラム運営企画委員会の3つでございます。 

  昨年ありました市民保険の小委員会につきましては、一定の役割を終

えたと。今後はこういった事故がないようにまちづくり委員会全体の中

で情報共有を図りながら、適切な活動ができるようにということで展開

をしようということで、小委員会は設けないということで確認をいただ

いたところでございます。 

  このまちづくり委員会の活動につきましては、やはり将来的には今の

ような実態、活動というのを高めてまいるということなんかもございま

すけども、やはり長期的に見てますと、集落の高齢化、またはさまざま

な地域の担い手の不足であるとか、農地またはコミュニティ活動等の自

治機能が低下していっているというようなことも見受けられます。 

  そういった面で、このまちづくり委員会の中の協議の中で集落だけで

は確保できないものであれば、集落を越えた区域の中でも、こういった
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自治機能が確保できるようなシステムというのをどのように構築してい

くのかということも含めながら、今後は検討いただきたいと、こう考え

ております。こういった面につきましては、まちづくり委員会の中でも

徐々にそういった話し合いを深めていただくような方向でお願いをして

まいりたいと考えておるところでございます。 

  それから、最後に10ページをお開きください。 

  10ページにつきましては、地域振興支援費でございます。この地域振

興支援費、予算額が1億103万円でございます。この主な経費等でござい

ますけども、住民自治組織に対しての財政支援として4,200万円、それ

から、地域イベントに対する支援、これは地域のそれぞれ旧町単位で取

り組みをされている祭でございますが、この祭に対する助成金、さらに

は美土里町の小学校の学校統合に伴います跡地活用事業としての費用で

ございますけども、今年度につきましては旧横田小学校の跡地活用事業

として5,192万円を計上しておるところでございます。 

 地域振興会への活動助成として4,200万円を計上しておりますけども、

振興会の活動の状況ということでございますが、それぞれの活動につき

ましては、全体的には地域内のコミュニティーのきずなをより強めると

いうことでイベント等が中心にはなっておりますけども、子どもの安全

を確保するため、または歴史、文化の保全活動であるとか、地域の将来

像を描こうとするような計画づくり、または高齢者との触れ合い活動と

か景観づくり、または防災というようなことにかかわる活動であるとか、

広場の整備等、かなり多岐にわたった地域ごとの課題を解決するための

活動が高まっていると。年に数回のものから日常的な活動までというこ

とで、さまざまな活動が展開をされ始めているという状況でございます。 

 こういった住民の方々の自主的な活動というものも今後しっかりとサ

ポートし、支援をさせていただきたいと考えております。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○川角委員長  要点の説明は以上で終わります。 

 11時までちょっとここで休憩をいたします。 

     ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１０時４８分 休憩 

      午前１１時００分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○川角委員長  時間がまいりましたので、休憩前に引き続き、会議を再開をいたしま

す。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 山本委員。 

○山 本 委 員  先ほど説明を聞かせていただきまして、説明資料の9ページの中の自

治振興総務管理費の中で地域振興推進員の設置事業のところの中で、非

常に辻駒推進員さんのいろいろ成果を述べられて、非常にこの安芸高田

市にいろいろな地域振興会の方々へのアドバイスをされながら、市内の
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32の地域振興会へ非常に協力をしていただいておるということが、先ほ

どの説明の中でも伺えたわけでありますが、ここで私が質問しますのは、

いろいろな地域振興会の役員の方等から非常にいろいろ努力はしていた

だいておるんですが、私ね、月の報酬額をちょっと思いますと、30万円

の報酬額をもらわれているんだということになりましたときに、非常に

皆さんが、いろいろなところの所長さん等が20万円余り程度の報酬とい

うことで、どういうような状況でああいう30万円の報酬があるかという

ことで、辻駒さんの活動の実態というものが、どのようにされているの

かよく把握をされる必要があるんじゃないか、議員さんは。 

 こういうような振興会のいろいろな人から私にされておりますので、

今までいろいろ先ほど述べられましたけど、かなり活動されておる状況

が伺えるんですが、その過去18年度におきまして、どのような年間に推

進員としての活動状況があったということが、ちゃんともちろん記録を

されておると思われるんですが、そういうものがありましたら、この資

料を私らにいただきたいと思うわけであります。そして、そこらあたり

でまたこの辻駒推進員さんの報酬額が適当なものであろうとか、いろい

ろ判断をさせてもらう材料にもしてみたいと思います。 

 そして、もう1点は説明資料の中の10ページの中で、地域振興支援費

の中で、地域のイベントに対する支援事業、これがちょっと711万円ぐ

らいの計算になるんだろうと思うんですが、一心祭、およりん祭、みど

り祭、大地の祭、わいわい祭、きてみん祭と書いておられますが、これ

らそれぞれ平等ということもちょっと考えられない気がするんですが、

皆平等でこれ助成を均等して出されるのか、そこらあたり一心祭で幾ら

とか、およりん祭で幾らとかというのが明解にそこに数字的にわかっと

りましたら、そこらをひとつ説明いただきたいと思います。 

 以上です。 

○川角委員長  ただいま、山本委員の方から資料の提供と求められたわけですが、皆

さん異議ございませんか。 

  〔異議なし〕 

 はい、異議なしということでございますので、執行部の方では後ほど、

資料提供をお願いをいたします。 

 それでは、ただいまの質問に対して答弁を求めます。 

 田丸振興自治部長。 

○田丸自治振興部長  まず、地域振興推進員につきましては、その活動の詳細につきまして

は、また後日資料を出させていただきたいというふうに思います。 

 ただ、推進員のいわゆる活動でございますけども、先ほど毎日地方自

治大賞のときの状況をお話しましたけども、いわゆる川根、そして、安

芸高田のそうした住民自治組織を中心にした活動というのは、ある意味

で全国的に脚光を浴びておる。その中で、その先端を行っているのは川

根でありまして、川根のいろいろな成功の事例や、または失敗の事例も

あると思いますけども、そうした一つ一つが実は安芸高田の中に生かさ
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れるし、また、全国的にも最先端のいわゆる住民自治の活動そのものを

やはり肉づけをしていく、そういったものだと私たちは認識をしており

ます。今までは課長が申し上げましたように、むしろイベントを中心に

したいということで、まずそこからが入りやすいわけでありますので、

そういう活動であったというふうに思いますが、だんだん変化をしてき

ておりますし、言ってしまえば、例えばその集落を守っていく。 

 そして、中山間の直接支払い等の費用を用いながら、集落の維持管理

をしていく。言ってしまえば、地域の経営をしていくと、そういったと

ころまでだんだん今から進化、発展をしていくんだろうと思います。 

 そういう意味では、今までのことよりもそういった段階になったとき

にこそ、実は辻駒さんのそういった智恵が、経験が生かされてくるんだ

ろうというふうに思っております。そういったことで、松本先生も私に

会われたらすぐ辻駒さんはお元気でやっていらっしゃいますかというふ

うな形で、既に全国的にもはやはり著名な方から名指しで動向をお尋ね

になるというふうな立場にもいらっしゃる人でございますので、そうい

った意味では安芸高田市としても大切にしていかなくてはいけない人材

なんだろうというふうに思います。そういったことの中で、後ほど活動

の詳細については資料等々でお示しをしたいというふうに思います。 

 それから、イベントの支援の関係でございますけども、実はこの間の

経過がございますので、一様にということではございません。詳細につ

きましては、担当の課長の方からご説明申し上げたいと思います。 

○川角委員長  小田自治振興課長。 

○小田自治振興課長  それでは、各町の祭の助成金の額でございますが、それぞれ申し上げ

たいと思います。 

 ちょっと順序がずれるかもわかりませんが、まず甲田町、これはわい

わい祭ということで実施をされますけども、これが148万円。それから、

みどり祭、これが81万円。高宮祭、大地の祭になっています、これが

144万円。それから、一心祭、吉田町で行われていますが、一心祭が200

万円。それから、きてみん祭、これは向原町で実施をされていますが、

これが65万円。それから、およりん祭、これは19年度からこれは加わっ

たものですが、八千代町で実施をされている祭ですが、このおよりん祭

73万円でございます。 

 この祭につきましては、従来それぞれ各町ごとに取り組みをされて来

られた祭の助成額を踏襲をして定めているという状況でございまして、

これを一律に人口比等に割り振るというのもなかなか困難な状況等もご

ざいますし、または規模、内容、そこらもありますけども、やはりある

程度の平準化なり、その助成基準等も必要ではないかとちょっと考えて

おります。そこらのところを踏まえながら、今後、この祭の助成額につ

いては整理も進めてまいりたいと考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○川角委員長  答弁終わります。 
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 山本委員。 

○山 本 委 員  今の地域のイベントに対する支援事業で、先ほど各祭の中身を言って

いただいたんですが、これはやはり昨年より大きく削減されたところが

それぞれ皆あるんだろうと思うんですが、これは大体地域振興支援費を

見ますと、昨年の予算当初と今年度の事業費の当初を見ますと、大分、

かなりマイナスが、削減されとると思うんですが、そこの中で今の祭に

対するそれぞれ一心まつりが200万円とか、およりん祭が73万円とか言

われましたが、昨年とやはりかなり削減をされとるんじゃなかろうかと

思うんですが、どうでしょうか、その点は。 

 それと、もう1点、先ほど地域振興推進員の辻駒さんのことを先ほど

申しましたが、これは非常に部長も言われましたように、持っておられ

るノウハウを十分発揮されていろいろやっておられるのはわかるんです

が、私がなぜこれを質問したかと言いますと、やはりこの非常勤の報酬

として30万円出されるというものが、果してその30万円の金額にどうか

いうより、まず非常勤としてその報酬の定め方を、全体のバランスを考

えたり、そして、それでなくして辻駒さんがいろいろ活動されるのにも

っとほかのどういいますか、報酬に対する出し方というのがあればその

ような方向にすれば、そのいろいろな地域振興会の方々もいろいろご理

解ができる面があるんだろうと思うんですが、非常勤報酬というものの

中で、随分ずば抜けた報酬金額というものが非常に市民の方を初め、皆

さんがもっと辻駒さんのノウハウはわかっておられるが、全体の非常勤

等の報酬から比べたときにどうだろうかというのが問題化されるところ

だろうと思いますので、その点も十分今後、先ほど資料を出してもらえ

るということですので、その実態を見ながら調査していかなくてはいけ

ないということで、質問させてもらっておるわけでございますので、辻

駒推進員さんが報酬額に対してどうこうという、活動実態がどうか問題

になってどうこうということでなくして、そういう意味のもとで質問さ

せてもらっておるわけでございますので、その実態を見させていただき

まして、また考えさせていただくということでございます。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 小田自治振興課長。 

○小田自治振興課長    祭への助成金等の削減につきましてご質問でございますが、この祭に

対する助成金についての削減はございません。昨年並という形で、地域

のコミュニティを図るという視点の中で、このものについては現状を維

持をさせていただいているというところでございます。費目として大き

く減額になっている要因は何かということのご質問でございます。 

 これにつきましては、これは旧美土里町地域の旧小学校の統合跡地活

用事業ということで18年度北、生桑、本郷、それぞれ整備を現在進めて

おりますけども、その整備費を支援費の中に組み込んでおったものが18

年度でございます。で、19年度については、横田地域のみということで

ございますので、その関連で大きく減額を見ているものでございます。
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地域のコミュニティに対するもの、それから、住民自治活動を支える支

援をする費用については、現状を維持しているという状況でございます。 

 以上でございます。 

○川角委員長  ほかに質疑はありませんか。 

 青原委員。 

○青 原 委 員  説明資料の10ページの今のところになるんですが、上の地域振興組織

に対する助成事業、活動助成金ですね、4,200万円が出とると思うんで

すが、私が間違うとるかどうかわからんのですが、旧町単位で300万円

というふうな金額が出とったんじゃなかろうかのというふうな思いがす

るんですが、ちょっと額が多いけどどうなんかな、内訳をお聞かせ願い

たいと思います。 

 それと、今の旧美土里町の跡地の整備事業で5,192万円の内訳を少し

聞かせていただければと思います。 

○川角委員長    答弁を求めます。 

 小田自治振興課長。 

○小田自治振興課長    まず、活動助成金のことでございますけども、この活動助成金につき

ましては、そこに掲げさせていただいておるように活動助成金、これは

組織育成のための助成金でございます。これは400万円平均という形に

なっとります。9対1ということで、均等割が9、世帯割が1という形で、

平均で400万円ということで各町に分配をしている状況でございます。 

 さらに、特色ある地域づくり事業助成というのについては、300万円

を限度にということで、それぞれ地域ごとに計画を立てていただいて、

それを審査させていただいて、後に事業実施をしていただく。それに対

して300万円を限度にということで助成をさせていただいておるもので

ございます。そういった形で、それぞれの各町への配分については若干

の差があるという現状でございます。 

 それから、旧美土里町、旧小学校跡地活用整備事業の5,192万円の内

訳でございますが、これは横田小学校の跡地を活用するということでご

ざいます。委託料として220万2,000円ということです。これは、設計及

び管理費、または解体の設計費等を予定をしております。 

 それから、工事請負費を4,934万4,000円ということですが、これは校

舎、体育館、付属建物、プール等の解体、撤去費が大きくかかわってお

ります。この解体がこのうち1,938万4,000円という額になっているとい

う状況でございます。残りについては事務費等でございます。 

 それから、先ほどの振興会に対する活動助成金につきまして、少し補

足をさせていただきたいと考えております。現在、先ほどご説明をいた

しましたけども、組織育成のために400万円平均という活動助成金と、

それから、さまざまな事業を展開していただこうということの事業支援

助成ということで、2本立ててその財政支援をさせてきておりますけど

も、合併後3年を経過する中で、組織の一つの体力というんですかね、

組織そのものもいろいろ活動が高まってきたという状況があって、さら
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には活動が先ほど紹介させていただいたように、さまざまな活動が今展

開をされ始めてきたという実態が見て、取れているという状況でござい

ます。こうした意味で、その住民自治活動に対する財政支援として、組

織育成という視点から、事業支援というような視点に少しシフトしてい

きたいと考えているところでございます。 

 こういった形を踏まえて、現在、まちづくり委員会の正副委員長会議、

この正副委員長さんというのは各町の住民自治組織の連合組織がござい

ますが、連合組織の代表者の方々、会長さんが委員長、副委員長会議を

構成をされていますので、そのまちづくり委員会の正副委員長会議の中

に、今のような形で組織育成という視点から事業支援へということでシ

フトをさせていただきたいということも含めて、現在、協議をさせてい

ただいておるところでございます。 

            具体的には、現在、400万円平均の組織育成として

の活動助成金というものを300万円平均に少し下げさせていただいて、

具体的な事業をさらに高めていただきたいということで、事業支援助成

というのを300万円を限度から400万円を限度にという形で、総額の

4,200万円というのは維持をしたいと考えておりますけども、中身を組

織育成という視点から事業支援という形に少しシフトをしていきたいと

いうことを、現在、考えているという状況というのを少し補足説明とし

てさせていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○川角委員長  答弁を終わります。 

 ほかに、今村委員。 

○今 村 委 員  今の件でございますが、これは今年度からそういう形で、19年度から

そういった事業展開をされるということでございましょうか。 

○川角委員長    答弁を求めます。 

 小田自治振興課長。 

○小田自治振興課長    この財政支援につきましては、それぞれ各振興会等の状況等、現状等

もあると考えております。そういった意味で、現在、各連合組織、これ

は旧町単位の振興会の会長さんを含めて連合組織をつくっていただいて

おりますけども、この連合組織の中で今の提案について、現在、検討を

いただいているとこでございます。現状も踏まえて、それぞれどのよう

にするかということも含めて、現在、それを検討していただいていると

いう状況でございますので、19年度からということも目指してはおりま

すけども、そのご理解を得るために、現在協議等を進めている状況でご

ざいます。 

○川角委員長    続いて、今村委員。 

○今 村 委 員    これからのあり方はその委員会の中でしっかり検討してもらえばええ

と思うんでございますが、事業支援という形になるとソフトからハード

なことまで範囲が、そこら辺の区分が非常に難しいだろうというふうに

思うんでございますが、そこら辺の中で、特にハードな事業を展開する
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というようなのが事例として、この間のフォーラムの中にも若干見受け

られましたが、そこら辺についての振興課としての考え方についてはど

ういうふうにお思いでしょうか。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 小田自治振興課長。 

○小田自治振興課長  この活動そのもの、事業支援そのものが今議員さんおっしゃられたよ

うに、ソフト面またはハード面、それぞれあろうかと思います。これに

ついては、それぞれの地域の課題によっても大きく違ってくるのではな

いかと思います。それぞれの地域の課題を解消する、または地域のそれ

ぞれ足元にある資源というのを活用しながら、それを宝物にしていこう

というような一つの流れもあるのではないかと思います。文化財という

のをポイントに当てて、それを磨き上げるということもありますし、歴

史的なものというのも洗い出しながら、それを生かしていこうというこ

ともあろうと思います。 

 そういった意味では、ハード面、ソフト面、それぞれその地域ごとに

それぞれ違いがあるのではないかと思います。そういった意味では、一

律にということは考えておりませんが、それぞれその地域課題なり、そ

の取り組みについては事業の申請等出していただく中で、それを判断を

させていただきたいと、こう考えております。 

 以上です。 

○川角委員長  答弁を終わります。 

 ほかに質疑ございませんか。 

 明木委員。 

○明 木 委 員  今の事業支援にシフトしていくという考え方、非常に今の自治振興を

促進していくために非常に求められていることだと思いますし、これか

らの地域の自治体のあり方になってくるんじゃないかなというふうに考

えるんですけど、その中で、先ほどありましたまちづくり講座において、

今そういう動きがまちづくり委員会の中である中で、まちづくり講座の

中で例えば先ほど言われた中になかったんですけど、やはり各地域にお

ける集会所などの指定管理制度なんかもどんどんふえてきてますけども、

それを利用したコミュニティビジネスを考えていく必要があると思うん

ですけど、そういうことはその講座の中で考えられてないのでしょうか。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 小田自治振興課長。 

○小田自治振興課長  当然、そういった経済活動というのもやはり必要になってくるとは考

えております。これは、その経済活動については、それぞれ組織ごとの

活動の熟度にも大きく左右してくるのではないかと考えておりますが、

実は昨日も県立広島大学の野原先生の公開講座を実施をしたわけですが、

その中でもやはり地域における経済活動というのが重要であるというこ

とも、その中でおっしゃっておられたということもございます。やはり

中山間地域、農村にあるその資源というのを生かしながら、地域として
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さまざまな経済活動を展開する必要がある。やはり銭もうけという言葉

はちょっと適切ではないかもわかりませんけども、やはり地域としてそ

の経済に結びつくような流れというのも、今後、住民自治活動の中を通

じながら徐々に高めていく必要があるのではないかと思います。 

 そういった意味では、今、川根等でもさまざまな取り組みがされてい

るということもございますし、身近では高田産直市へのそういった加工

品の販売等もそれらもやはり個人でするんじゃなしに、集落、または集

落を越えた区域でのその展開等が高まってくれば、大きくそこからの展

開も図られてくるんではないかと考えています。議員おっしゃられるよ

うな、そういった一つの誘導をする、または仕掛けをするというような

意味での公開講座、またはまちづくり講座等も今後は展開をしていく必

要があるのではなかいと考えております。 

 以上です。 

○川角委員長  答弁を終わります。続いて、質問。 

 明木委員。 

○明 木 委 員  それでは、ぜひそれはお願いしていかないといけないということなん

ですけど、広報関係についてお尋ねいたします。 

 まず一つ、ホームページなんですけど、いまだかつて弱者のためにな

ってないというホームページではないかなというふうに考えます。 

 また、非常に使いにくい形になっていますけど、これについて一つ問

題があると思うんですね。そのあたり改善は、今年やられるのか、やら

れないのか。 

 また、ホームページには、非常に新しい情報ががんがん上がってきま

す。しかし、それを見られない人がいます。例えば、雇用を公募してる

よとか言っても、インターネットが先に出てくるんですよね。それを見

られない人は、公募があるのかないのかというのが、文章が届くまでわ

からないんですよね。で、じゃあ有線があるじゃないかと言われますけ

ど、有線も引いてない家も結構あるわけですよね。今、普及率を考える

と非常に少ないと思われます。そのあたり、住民に対して今、不公平が

生じているということが考えられるんですけど、どのように対応されよ

うとしているのか。で、回覧で回しても非常に見られないというのもあ

ったりすると思うんですけど、そのあたりの対応をどのように今回考え

てられているのか、お伺いします。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 竹本企画課長。 

○竹本企画課長  先ほどの広報、とりわけホームページ等の運用形態の課題と思うんで

すが、現在、弱者のためになってない。また、改善の方向、そういった

ものをどういうふうに考えるかということがご指摘あったかと思います。 

 現在、ホームページの運用等についても、17年度一応リニューアルい

たしまして、それ以降、随時変更等行っていく中で、活用等ふやしてい

くという形を考えております。ただ、現実的な中で、現在行っておりま
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す地域情報化推進懇話会というのを設けております。 

 そういった中、ホームページの活用、そういったものについてもこの

間、公募して出ていただいています委員の中でいろいろな協議をいただ

いております。そういった中で、よりわかりやすい、また多様な人に対

応できるホームページの有り様等も検討し、できるだけ早い時点からリ

ニューアル等行う中で対応していきたいというように考えております。 

 で、広報等だけで見られない場合、そういった中には広報紙、いろい

ろなパターンも活用しながらやはり対応をしていくべきだというふうに

も考えております。 

 以上です。 

○川角委員長  明木委員。 

○明 木 委 員  私以外にも、同僚議員からもこれは出た話なんですけども、古い話で

3年ぐらい、もう合併当初から出てるんですけど、広報紙への、またホ

ームページへの広告ですよね、これは検討してやりますという市長の言

葉をもう以前に、3年前にももらってるんですけど、その後、どうなっ

ているのか。今年はその対応ができるのかどうか。 

 それと、広報紙をいらないという家庭も少ないかもしれませんけど、

耳にします。それは、ホームページ等で今見られるようになっています

から、そういうところもあるんですし、また、この間2、3日前の新聞か

ら広報紙をなくしたという自治体もどんどん出てきているわけですけど、

そのあたりどのようにお考えか、お伺いいたします。 

○川角委員長  答弁求めます。 

 竹本企画課長。 

○竹本企画課長  広報紙等のバナー広告の関係が1点あったと思いますが、その件につ

きましては、この間一般質問等の中でもありましたように、19年度にお

いてはですね、そういったバナー広告等対応できるように考えていきた

いというふうに考えています。 

 ただ、安芸高田市において、こういった広告等の事業を実施する場合

は、いろいろな効果及びいろいろな事業者との連携、そういったパター

ンが必要になってくるというふうに考えています。そういった中、広告

等に載せていただくスポンサーになっていただく企業との全体的な協働

のまちづくり、そういった視点を持って、広報紙だけでなく、いろいろ

な公用車、またはホームページ、または封筒、そういった多様な形の形

態の中で運用することが、そういった事業主等の依頼、または応募等も

ふえてくるのではないか、そういったことも考えて19年度実施できるよ

う、対応を考えていきたいというふうに思っております。 

○川角委員長  田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長    先ほどの広告の件でありますけども、少し補足させていただきますと、

広島市のアクセスは300万件ぐらいあるんだそうですけども、それで1区

画が7万円ですかね、5万円ですか、程度のもんなんです。30万のアクセ

スで何ぼうの金額がはじかれるかということを考えた場合には、極めて
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お寒い状況で、そういったところにバナー広告を出す企業があるかどう

かということも非常に考えられます。 

 そういった意味では、先ほど課長が言いましたように、単なる企業の

広告ということではなしに、一緒にやはり安芸高田のまちづくりをして

いくというふうな観点でやはり協働できるような、そういった新しい形

で、しかも広報紙への広告だとか、バナー広告だとか、一つに限らない

で、トータルな形でやはり展開をしていくというふうな観点が必要なん

だろうというふうに思います。 

 今年度、総務の行財政改革のポジションの方もそういった方向で考え

ているようでございますので、私どもも一緒にそういった方向で検討を

進めてまいりたいというふうに思います。 

 次に、広報紙はいらないんではないかという、一部の方のご意見もあ

るというふうにお伺いしましたけども、基本的には現在の段階では、紙

による、これは必ず残ってくるものでございますので、ある意味では、

この広報をいわゆる整理したものは、安芸高田市の歴史そのものをやは

り紙として、印刷として残していくということにもなるというふうに考

えていますので、広報紙そのものをなくするということにはならないだ

ろうというふうに考えています。 

 と同時に、インターネットであるとか、有線であるとか、そういった

ものは残念ながら100％いわゆる市民を網羅したものではございません

ので、そういった意味でも広報紙とは丁寧につくり切って、市の情報を

的確にお伝えしていくということが望まれるんだろうというふうに思っ

ております。 

 以上であります。 

○川角委員長    明木委員。 

○明 木 委 員    すみません、質問が悪かったです。広報紙をなくせという形じゃなし

に、なくなっているところもあるんでどういう考え方かということを聞

いたんで、それはまあわかりました。 

 もう1つの質問というのは、広報紙を必要としないという方がいらっ

しゃるんですけど、そこへ配ることによってわずかな経費ですけど、そ

れとあと環境問題、ごみが発生するわけですね。そのあたりで言われて

いるのがあるんですけど、もしいらないと言えば配布していただかなく

て済むのかどうかということなんですけど。 

○川角委員長    答弁求めます。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長    あえていらないと言われる方がいらっしゃるとすれば、これは嘱託員

さんを通して配布物等の確認をしておりますので、したがって、その段

階で1部なり2部、対象の家庭への配布物を少なくするというふうな方法

がとれるんであろうというふうに思われます。議員おっしゃられるよう

に、ごみとして出すというのはいかがなものなのかというふうに思いま

すので、そのとおりだと思います。ただ、これにつきましては、所管が
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総務部でございますので、もしそういう方がいらっしゃるということに

なれば、総務部の方と協議を申し上げたいというふうに思います。 

○川角委員長  ほかに。 

 岡田委員。 

○岡 田 委 員  関連質問じゃけえすぐ言やあよかったんですが、本会議で私言いまし

たけど、推進員の件でございますが、市長は財政問題でも、銭がないと

いうこともありますし、自分がやるというとこは財政のことは言わずに

進めると。私が聞いとるところではね、宮本武蔵じゃないんですが、都

合のええときは財政問題語ってんない。それはそれといたしまして、こ

の推進員の特別な30万円に、交通費の6万円というのはですね、立ち上

がったときに市長が言われる32の振興会を早く軌道に乗せたいという気

持ちから特別の給与を払って、辻駒さんに尽力してもらおうと。 

 確かに辻駒さんはＮＨＫ出たり、全国を飛び回っていろいろな指導、

講演をされておりますが、私もこの間直接お話することがありまして、

要はその地域で、そこにおる人が課題を見つけながら、そこでどうする

かということが基本じゃということを言われましたが、全くそうなんで

す。で、まあここに来たらね、もう仕事終わったような気がするんです

よね、私が。で、辻駒さんの仕事がですよ、そういう面での。 

 ところが、ある集会ではあともうちょっとだけえと。この間、私が質

問したら、10年も20年も続きゃしませんと、この制度は。こういう方針

が一貫してないということは、私は市長の政治姿勢にかかわると思うん

ですよ、その点をお尋ねいたします。 

○川角委員長    答弁を求めます。 

 児玉市長。 

○児 玉 市 長  たびたび申し上げておりますように、今後の市政の中でハード、ソフ

トを両方やらにゃあいけんということであるわけでございますが、ハー

ドというのはかなり施設面もできておりますし、かなりのものが整備で

きつつあると、こういうように思います。 

 今後、一番大事なのは、そういうハードの整備をしながら、ハードは

かなりできた時点で、本当にコミュニティのある地域、みんなが助け合

えるような地域、そういうものが今後一番大事になるというように、私

は長い間の経験から思っております。 

 そういう意味で、今後のソフトを大事にするという、その一つが地域

振興会の活動であると、このように考えておりまして、そういう意味で、

先ほど「毎日・自治大賞」の全国の最優秀、それからその下へ三つ優秀

賞があるんですが、その三つの中へ入ったいうのは、やはり今後の行政

のあり方、地域のあり方をやはり評価をできたと、このように私は考え

ておりまして、その推進役にこの推進員を任命をしておると、こういう

ことでありまして、先ほど申し上げましたように、これは一定のところ

でやはり軌道へ乗ったという見極めができれば、この推進員制度という

のは私は一応使命を果たしたと、このように考えておりますが、まだ、
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私の考えでは今実際には3年経過しただけでございますので、まだまだ

やはり32の地域振興会というのは、かなりは充実はしておりますが、や

はり辻駒さんのノウハウを借りて勉強して活動を充実していくという、

そういう必要があろうと、このように思うわけでございまして、私はも

うちょっと、それは何年になるかというのは今後のやはり見極めになろ

うと思いますが、このお力は借りる必要があるというように考えており

ます。 

○川角委員長    答弁を終わります。 

 岡田委員。 

○岡 田 委 員    それは、市長の考えがそうなら、そのような方向で市長が考えとって

んでしょうけども、辻駒さんが各地域でいろいろな指導をされとるとい

うのは広報に出とりますから、私も読ませていただいております。 

 ただ、その地域振興会が、その軌道に乗るまでというのは、どの時点

を軌道と見るかが問題ですが、その地域地域が皆事情が違いますから、

問題提起をされて、推進員の辻駒さんがどのようなアドバイスすると、

ここらまではもうかなり行っとると思いますよ。 

 それから、問題はですね、いつまでも推進員制度を設けるんでなしに、

市長がよく言われるように、先ほども課長が言いましたが、職員がかな

り地域へ出て来るようになったという報告がありましたけども、その職

員の皆さんにそのノウハウをどういうんですか、辻駒さんより指導を受

けて、職員がそこの地域でそういう方向の指導もするということも考え

られますよ。 

 それで、川根の振興会が中心になって、この大賞をいただいたいうん

ですが、それはまあそうでしょうね。立派な活動をされております。地

域振興会へおろすお金を、辻駒さんも私と話をするときによう言われる

んですよ、自力でできることは自力でやれと、いつまでも役場を頼るん

じゃないと。私、全くそのとおりですと話をしました。 

 川根の振興会はいろいろ視察も、私は個人的にも行かせてもらいまし

たし、議員団がよその県から来ましたから、それとも話をしました。そ

のときでもそう言われます。やはりよその、外部の人が研修に来られて

も、自分のところが自分で考えて、行政に頼る時代じゃないということ

を言われて、それを見させてもらいますとね、川根の振興会は立派です

よ。もうあらゆる事業をされまして、会費1,500円の全会員をとられて、

それで市の助成がどの分とどの分入るかわかりませんけど、三百何万円

去年ら入っとりますね。それで、決算では百何万円を、5年度ですか、

繰越が来て、次の年は二百万円ぐらい余剰金が出るような活動をされと

るんですよ。 

 そういうところへは、自力でできるんじゃないですかと、直接私は話

をしましたよ。まあそうは言ってもね、これは寄附が主じゃから、当て

にばっかりはならんでと。しかし、決算上では立派にもうやれるような

状況になっとるんです。 
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 そういうとこも含めてですね、この地域振興のどういうんですか、助

成金、どのように配分されよるんか。自力ができるところはもう必要な

いんじゃないんですか、いかがですか、課長。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 小田自治振興課長。 

○小田自治振興課長  ただいま岡田議員さんが言われたこともあると思います。で、実際、

自立できる形になればということで、現在、川根もいろいろな課題を抱

えながらそれを取り組んでおられるという状況でございまして、実質、

収支も詳しいところまでは私もちょっと存じ上げませんが、見ると香典

返しであるとか、見舞い返しであるとか、さまざまなイベントをすると

きのお花であるとか、そこらの収入というのが、かなり大きなウエイト

を占めているという状況がございます。ここらの費用につきましては、

かなり流動的な形にもなるんではないかと思います。 

 そこらも組み合わせながら、地域のさまざま活動を展開をするという

状況がございますので、それをこの振興会に対しては助成金を見合わせ

るというという、この振興会については助成をするということについて

は、今後、その委員が今おっしゃったような形の自立という視点も加え

ながら、将来的には考慮をする必要もあるんではないかと思いますが、

現在、川根についてもかなり活動はされていますけども、実際にはさま

ざまな大きな課題も抱えながら実施をされているという状況もございま

すので、そこらを踏まえながら、今後、そこの活動助成のあり方、配分

の方法については検討はしていかなければならないとは考えております。 

 以上です。 

○川角委員長  岡田委員。 

○岡 田 委 員  だから、私が言うのは、そういう軌道に乗ったところの振興会、川根

だけを言うんじゃないですよ、ただ進んでいろいろなアイデアを出して、

いろいろな行事をして立派にやっとってのところは、そういう市の助成

をしなくてもできるんなら減していく方向でいいんですよ。私は皆そう

思いますよ。辻駒さんのアイデアもあり、そこの住民の皆さんがいろい

ろな形でやっとっての、これはようわかるんです、行事を見たらすごい

ですよ。花もあり、事業をすればどういうんですか、お花を出す。それ

で何十万上がると。それでも、不安定なから一円募金するという話も聞

きました。これはいろいろなところで、この竹の筒で入れるような工作

をされとると、こういう取り組みの中で今日、大賞をいただいとってん

じゃろう思うんですが、それは立派にやっとんじゃ。それで、その自立

ができんようになったときに、何らかの方法で、市が財政援助するとい

う方向で私はいいんじゃないか思うんですがね、どこの振興会でも。い

かがですか。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  まず、最初にお断りを申し上げておきたいのは、「毎日・地方自治大



126 

賞」は川根振興会がいただいたのではございません。安芸高田市全体が

いただいたのでございますので。 

 それから、配分の方法でございますけども、確かに先進的な例を見ま

すと、会費も取り、そして実は今課長申し上げましたように、どうせ香

典返しを含めて返していくんなら、地域でお世話になって、地域で生か

せていただいているんだから、そこへお返しをするんだという形で、い

わゆるそういった部分を振興会へという流れを持っている。そういって、

ある程度財政的な自立をしているところもございますし、また一方で、

全く会費さえも取らないで、市の補助金のみで運営をされている組織も

ございます。これが、混在しているのが安芸高田市の現在の状況でござ

いますので、基本的には18年度で言えば400万円を平均とする部分をそ

れぞれの各町の連合会の方へお渡しし、その中で具体的にどのように配

分するかということについてはご議論をいただいておるところでござい

ますけども、現在の段階で、それではそういった努力の結果、自立した

ところには、もうお宅はしませんよと。今からのところについては、会

費も取ってないところには財源が不足しているんだから出しますよとい

うことであれば、言ってしまえば、頑張れば頑張っとる分だけいかがな

もんなんかということにもなりますので、当分の間は、いわゆるそれぞ

れの6町の連合会の中でその使い道については、配分の方法については

しっかりご議論をいただいて、していただくという方法を当分の間はと

らせていただくべきなんだろうというふうに思います。 

○川角委員長    ほかにございますか。 

 青原委員。 

○青 原 委 員    説明資料の8ページの第2庁舎・総合文化保健福祉施設建設及び保健セ

ンターの改修で、やっとここで第1分庁舎の予算が出てきたんですね。

これは、この金額は何を根拠に出されたのか、説明をいただきたいと思

います。 

○川角委員長  答弁求めます。 

 竹本企画課長。 

○竹本企画課長  第1分庁舎の改修費用の概算の事業費のことですが、これは先般来、

第2庁舎特別委員会等の中でご議論いただいとる中で、一定の第1分庁舎

を改修の大体の案を出させていただきました。それに基づいて、その中

の概算事業費を改築に伴う概算事業費をはじいたものが、今の時点の見

込みで七千万幾らという形になっております。 

 以上でございます。 

○川角委員長    青原委員。 

○青 原 委 員    これを、図面みたいなものはあったですか。わし、ちょっと記憶にな

いんじゃが。 

○川角委員長  答弁求めます。 

 竹本企画課長。 

○竹本企画課長    第2庁舎等の特別委員会の中で、一昨年の12月に、調査特別委員会の
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中で図面等もお出しし、一応見ていただきました。そういった中、改修

費の主なものとして、トイレ等の改修が主の費用となると思っておりま

す。そういった中、使われる人等が女性、子ども等が多いと予測される

中で、男性と女性のトイレ等を面積の割合をちょっと入れ替えたような

改修等の図面をお出しし、皆さんの方で確認をいただいたというように

考えております。 

 以上です。 

○川角委員長    青原委員。 

○青 原 委 員    記憶ないけどあれなんじゃが、まあ出しとる言われりゃあ出しとられ

るだろうと思うんじゃけど、何かあれは前回は、今の分庁舎の配置図に

ダブったような形の図面だったような気がするんですが、保健センター

としての正式ということはないんじゃけど、仮の図面みたいなものは出

とりますか。 

○川角委員長  答弁求めます。 

 竹本企画課長。 

○竹本企画課長    先ほど、言いましたように、一昨年の12月の段階の委員会の中におい

て、一度出させて・・。まず、最初の図面を出させていただいたとき、

どうも見にくい図面になっとるんじゃないか、現庁舎の第1分庁舎の配

置と赤でダブったような図面をお出ししたと思うんですね。それが改修

の内容であって、それでは見にくいからということで、その後、正規な

図面もお出しさせていただきました。 

○川角委員長    ほかにございませんか。 

 それでは、12時近くなりましたので、ここで1時まで休憩といたしま

す。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１１時５５分 休憩 

      午後 １時００分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○川角委員長  それでは、休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 ほかに質疑はございませんか。 

 亀岡委員。 

○亀 岡 委 員  ちょっと苦口になると思うんでありますが、どうしても本気で渡り合

わにゃならんという立場ですので、二、三質疑を行います。 

 まずは、協働のまちづくり、先ほど来、行政の立場で見られた市民と

の協働のまちづくりの関係ですが、どうも行政が見ておられるそういっ

た面の見方と、本当に市民の皆さんが感じておられるところではかなり

なそこに、はっきり言いますとギャップがあると思うんですね。今、市

民の方では何としてもこの行政の情報といいますか、これをわからんと

いうか、物事がわかりにくいということですね。 

 先ほども紙で情報を伝えていくんかどうかというような話もありまし

たが、通り一遍の市の広報が出ているじゃないかとか、議会だよりもあ
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るじゃないかとかだけでは、なかなか行き渡らんのですよね。 

 そういうことの中で、いかにも市民の思いが盛り上がって、本当に行

政と市民の協働のまちづくりになっとるかのように見えますし、先ほど

来、紹介なりお話がありましたが、自治大賞ですかね、これもありまし

た。ただ、それが本当に市民の実感になっているんかということになる

と、なかなかそうだとは思われんのですよね。島根県と隣接しとる地域

がありますが、そこでは生活交通手段が、川一本はさんで島根県側は大

変に便利がいい形で行われとるというようなことに、そういう隣接して

暮らしていると、私たちは安芸高田市民だというのが、どういうんか、

気が引けるような感じがするいうて言われるんですよね。本当にやはり

先ほども話があったが、やはり川根の問題じゃない。安芸高田市の問題

なんだと。安芸高田市が表彰を受けたんだということになると、確かに

そうでなけにゃいけん。 

 そうなると、やはり安芸高田市の中に市民の生活交通手段がいっそう

ないようなところがあったんじゃあ、これは私はいけないと思うんです

よ。そういったところを、どのように今後やっていくのかということで、

この協働のまちづくりの中でも、市民が実感を得られる協働のまちづく

りにしていただきたいと思うんですね。行政の方はやはりどういうんで

すか、活動的な表に出ている、そういったところだけを見て32の自治振

興の活動がうまくいっているんだというふうに思っておられるんじゃな

いかというふうに思うんですね。 

 特に、先般も一般質問の中でもちょっと申し上げましたが、市と住民

が接する場合、十分市民の意見にも耳を傾けて、十分意見も吸収してお

ると言われるんですが、それはまあある一つの施策を進めていくという

市側の態度が決まって、考えが決まった中でこういうことをやろうと思

うんだがどう思うてくれるかということになってるんですよね。始めか

ら、例えば葬斎場にしましても、どうだろうか、地域にもう二つも葬斎

場ができるんだと、この上、市として葬斎場を新たにつくろうと思うん

だがどう思うてくれるかと、こういうような持っていき方というのは、

何の問題でもこれまで一度もなされてはおらんというふうに、私も思い

ますし、市民の皆さんそう言いよってです。 

 だから、やはり市民の側に立った協働のまちづくり、本当に市民と行

政が話もうまが合うようなことでやっていただかなけにゃいけんのじゃ

ないかと、こう思うんですね。きのうもちょっと私も言いましたが、一

般質問のようになっちゃあいけませんので、そこは十分思いながら、そ

うは言いましても、施策と予算の関係ですからはっきりお伺いしておか

にゃいけんと思うんですが、その点をどのようにお考えになっているん

だろうか、これが一つですね。 

 それから、財政の健全化ということになりますと、今のこの情勢の中

で限りなき、私は課題だと思うんですよね、地方自治体にとっても。 

 では、一体どういうやり方で本当に健全化を図るんだろうかと。まあ、
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私が先般いろいろ言わせてもらいましたが、これで事足りるんじゃあな

いかと思われるところに、さらに財政投資をすると。そういうようなと

ころを押さえて初めて、やはり政策を通じて財政の健全化の道を歩むこ

とができる、こう思うんですね。 

 それがなかったら、市民に負担増を図ることによってだけ、財政健全

化とはいかんのですね、まあ例えば、財源調達でも、そこにだけ求める

とおりになると思うんですね。はっきり言いますと、今、一貫して、き

ょうも主張されましたが、葬斎場なんかはもう吉田町に2カ所もこの6月

からあるわけですから、今どのように例えば1日に葬祭があるんか。1カ

月にどれぐらい死亡者が葬斎場を使われるのがあるかとか、そんなこと

をどのように見ておられるんだろうか。そこらも非常に疑問があるんで

すよね。 

 ですから、財政の健全化については、どういった面で健全化を図って

いくか。これがやはり地域づくりなり、今いろいろやっていこうとされ

ておる施策との関係も非常に深い関係があるんですね。特に、葬斎場に

関係して、それをやることが本当に健全化の道なんか、いや、そういう

のはもう事足りとると見て、この際、思い切ってもう火葬場だけにする

と。三次はこの間、火葬場だけで9億円もあれば立派なのができますよ

ね。私は葬斎場いうて新聞へ出ておりましたから、葬斎場かと思って問

いましたら、火葬場いう話でしたね。で、火葬場だけになると、場所は

もう4カ所も既に認知されて使われてきた、現在、使われとる場所もあ

るんですよね。そこの中で、好ましいとされるところを選定させていた

だいてやっていくと非常に安上がりですね。財政がやねこいんだと言い

ながら、ずっとこのどういいますか、いつかの時点で決まったんだから

しょうがないという形で、物事にこだわっていくよりは、実情実態なん

かでそこにふさわしい形でやっていくという考え方をとるのが、今、一

番いいんじゃないかというふうに思うんですよね、そこらあたりをどの

ように考えられるか。特に、さきに言いました葬祭が、例えば1カ月に

どれぐらい行われると見ておられるのかといったようなことも、あわせ

てひとまずお伺いしたいと思います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  まず、極めて総論的な話だったんだろうというふうに思いますけども、

具体的な例を交えながら、最初の質問についてはいわゆる市民の声をい

ろいろ重点事業の中へどのように取り入れていくのかということのご質

問だったんだろうというふうに思います。 

 この問題は実は、行政のあり方にもかかわる問題でございますので、

非常に難しい問題で、私どもとしても一般論でしかお答えできませんけ

ども、まずは例えば第2庁舎総合文化保健福祉施設ということの中で言

えば、いわゆる規模・機能の基本的な形というものは、いわゆるこの間

の行政の経験上の問題から、またはそういった旧町の議論の中で出され
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た、そういったことの中から整理をしながら、その規模・機能の範囲の

中でどのようなものをつくっていくのかという形で意見を聞くというふ

うなものであったり、例えば、介護保険であったり、子育て支援の制度

であったり、または今回私どもで情報化ということを取り組みますけど

も、そのことの中からいわゆる市民のニーズを把握をして、そして提言

をいただきながら施策をつくり切っていくという、そういう一つの方法

が一方ではあるんだろうというふうに思います。 

 一方では、いわゆる首長の政策として、または公約としてあるものは

私はあるんだろうというふうに思います。こうした場合には、そのこと

を実現をするということをもって、いわゆる選挙で選任をされるわけで

ございますので、そういった意味では、施策としていわゆる市長なり、

または行政がお示しをしていくということも一方ではあるんではなかろ

うかというふうに思います。 

 そういった意味で、その施策の具体化に当たって、またいろいろ市民

の皆さんのご意見をお聞きするということもあり得るんでしょうけれど

も、大きくはその二つの流れの中で根幹の行政というのは進められてき

たんだろうというふうに思います。協働のまちづくりということの中で

申し上げれば、安芸高田市の場合は、いわゆる住民自治組織を基盤にし

ながら、そこでの市民の具体的な活動や、それから実践、経験というも

のからやはり意見をいただくということを原則にしながら進めていくと

いうことが、安芸高田市のいわゆる協働のまちづくりのあり方なんだろ

うというふうに思います。 

 そういった意味で、これからはまちづくり委員会というものが大きな

比重を占めてくるのかなという思いがしております。特に、葬斎場等の

問題に関しての、引きつけてのご質問だろうと、こういうふうに思いま

すけども、これは正直申し上げまして、市民の側に出しても賛否両論の

問題だろうと思います。 

 ある意味では、この間の議論を踏まえながら、行政としての政策の選

択という形でご提案も申し上げ、そして、この間の特別委員会の中では、

特に葬斎場につきましては、第6回、第7回の議論の中で議員ご指摘のと

おりの、これまでの当初の計画とは違った環境が出てきたことに対して、

どのように基本的な機能を設定をするのかというご議論を2回いただき、

そして、当初の計画どおり一応葬儀機能もつけた形で進めていくという

ことが確認をされたわけでございまので、そういった意味では、この間

いろいろな嘱託員の会議でありますとか、支所別懇談会でありますとか、

諸々の場で市長が重点の事業としてこういったものをつくっていくんだ

ということを繰り返し説明もしておりますので、そういった意味では賛

否両論はありつつも、基本的にはご理解をいただいた中身なんだろうと

いうふうに思っております。 

 それから、財政に引きつけての問題でございますけども、当然、財政

の健全化ということを考えてみますと、一つはありふれたことでありま
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すけども、当然、歳入の道をやはり探っていくということであります。 

 しかしながら、中山間地域においては、そんなに簡単には歳入増を見

込めるものはございません。バナー広告の例でも申し上げましたように、

その金額は仮にしたとしても微々たるものであります。 

 そういった意味では、歳出をいかに削っていくかということが大きな

課題になってまいります。一つは、経常的な経費の問題であります。こ

れは物件費、とりわけ委託料、補助金、さらには状況によっては、今回

も職員に痛みを伴う形でのお願いをしておりますけども、人件費のカッ

トを含めたところでやはりやり切っていくという以外、一つは方法はな

いところであります。 

 もう一方では、やはり不急不要な事業につきましては、それは実施を

しない。もしくは当面状況を見ると、こういった判断をしていくのが一

般的な状況なんだろうというふうに思います。葬斎場の問題に引きつけ

て申し上げますと、確かに財政の観点から言えば、葬儀は言ってしまえ

ば家でもできますし、どこでもできます。 

 そういった意味で、絶対に必要な案件ではないと思いますけども、先

ほど申し上げましたように、この間の議論を踏まえて、いわゆる行政と

しては、今後のいわゆる中山間の、しかも高齢化をしていく環境の中に

あっては公がこういった施設を貸し施設としてほう助をしておくという

ことが、市民の安心感も与えていくという、そういった政策的な判断の

中で、このことは必要だということをご提案申し上げ、また、議員各位

もそのことについての大方のご賛同をいただいているものだろうという

ふうに思います。これは政策的なやはり判断だというご理解でお願いを

したいというふうに思います。 

 ちなみに、火葬場のみですと4カ所必要だということでございますが、

こうした施設の分散をすれば分散するほど、建設費は高くなりますし、

それから維持管理費も高くなるのは常日頃の常識でございますので、し

たがいまして、仮に火葬場のみの整備ということになっても、1カ所で

するのは常道だろうというふうに考えております。 

○川角委員長  竹本企画課長。 

○竹本企画課長    先ほど委員からの火葬件数と安芸高田市の考え方というご質問があっ

たと思いますが、そういった点についてちょっとお答えさせていただき

たいと思います。 

 安芸高田市におけるこの合併後の火葬件数等が年間、16年度には465

人、17年度は488人、18年度はまだ2月現在なんですが、現在438人と、

実質上は年々増加の状況にもあります。そうした中、安芸高田市の葬斎

場建設の基本計画の中でお示ししたように、平成34年を目標年次と設定

し、死亡者数を503人とたいがい、市外等からの火葬の利用等考えて550

人を想定した計画で皆さんの方にご提案をさせてもらい、ご意見等伺っ

たところです。 

 そうした550人の火葬等の中で今回、葬儀式場等の利用をどのように
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見込んでおるのかというご質問もあったと思うんですが、そうした中、

これは昨年の11月の議会の調査特別委員会でも資料等提示し、葬儀式場

をつくった場合の経費と維持管理費、そして使用料等でどういうふうに

なるんか。30年の償却年数と見越したときに、基本的には今の計画上ペ

イできるものと考えておりますという説明もさせていただいたと思いま

す。 

 そうした中の葬儀式場の稼働率の計算は、年間350日の使用と考えた

場合の105件程度が30年の間では平均的になるのではなかろうかという

ことで、年間105件程度の市の貸し館としての式場が使われるのではな

いかという仮定の中でお答えさせていただいたと思います。 

 そうした中、現在の中で550の中の100件程度、約20％程度式場として、

市の式場の会館使用としての利用があるのではなかろうか。これは30年

の平均として考えた数値で、その中にあったら対応できるものではない

かというように考えています。とともに、この式場の考え方におきまし

ては、先ほどの財政上の課題という大きな課題もあります。 

 そういった中、先般の一般質問等で市長の方からも回答があったと思

いますが、できるだけ式場機能部分には経費を削減したような建設の仕

方、そういったものも考えていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○川角委員長    答弁を終わります。 

 亀岡委員。 

○亀 岡 委 員   今、答弁がありましたが、随分聞いてきたんですよね、そういうこと

は、これまでに。さっき、まず一つ言っておきますが、だれが4カ所火

葬場がいる言うたんですか。まず、人の話へきちゃっと耳を傾けてもら

わんといけませんよ。4カ所のうちどっかを選定して統合施設をつくる

ということですよ。今ごろ4カ所をまだつくらにゃいけんのをどこで考

えるんですか。もっと本気でやはり物事はやりましょうや。いいですか、

財政問題でも、いいですか、歳出をいかに削るか吟味なさるじゃないで

すか。あれやら、民でできることは民でやらにゃあいけん、そういうこ

となんです。たったこの間も、副市長さん初め言われましたよ。どこを

じゃあ削るんですか。 

 今、考えとることの中でやり返えんにゃいけんと思われるようなこと

はないんですか、精査してみて。いいですか、このね、考えてみなさい。

わしも全部この火葬数が何ぼある、死亡者が何ぼあるって持ってますよ。

今、言われるほど使われますか、農協がつくりますけどね、もう6月を

開業をめどにですね。あこらもやはり商売でやるんですよ。 

 ですから、現在のところ40組、40人の葬祭やるとしても、皆ここへは

出てはきませんよ、安芸高田市。しかも、この前も言いましたけども、

くどいようですけれども、地域コミュニティの一番根源なんですね、こ

の集落葬やなんかは。で、言いましたように、みんな寝たきりの市民に

なるんじゃないんですよ。やはりそこに若い者ができるだけ住みついて
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いくようにしながら、地域を活性化していくいう方針じゃあないんです

か、この安芸高田市の地域づくりは。そうして、そこでやはり葬祭が営

まれる。そういうことも続けていかにゃあ、地域に全く活力がないよう

になりますよ。人の動きがないところに活性化はありませんからね。も

っと考え方を実情実態に合わせたようにしてもらいたいんですね。 

 で、財政問題も有利な起債だということで、とにかく使えさえすりゃ

ええいうように聞こえるんですね、市民からも。で、起債が増額するこ

とに何ら無頓着。こういうことはやはり改めていかんといけんと思いま

すね。合併協議をする段階で決まっとったんだと言われますが、あのと

きには一つも葬斎場の話はなかったですね。合併してわずか2年足らず

のうちに1カ所葬祭を開業されまして、今年6月たびたび言うようですが

農協がやられますということの中で、繰り返すようですが、17年8月5日

の第1回の葬祭、特別委員会、葬祭問題のね、ときに市長が言われたの

は、一番民間がやってくれりゃあいいんだと。 

 だが、この安芸高田市にはそういう民間のやろうという動きがないん

だと。だから、併設をやると、こう言われとるんですよね、議事録の中

に、歴然と、製本なってますよ。ならば、そのような条件になっとるん

で、私は市長さんに考えてもらいたいんですよね。市長さんが望まれた

とおりが、今の状況になってるわけですね。それで、市民はさっきもど

ういいますか、反対もありゃ、賛成もあるいう意味合いのことを言われ

ましたが、物事には裏もありゃ、表があるように、それは十人十色、そ

れはいろいろ論はありますよ。 

 だが、今統計なりアンケートをとってみなさい。圧倒的多数が市の方

でお金がない、予算がないという中で、もう葬祭部分はいいんじゃない

かというのがほとんどですよ。これ勝負かけますよ、私が負けたら議員

やめます。もっと世論に耳を傾けてやっていただかにゃあ、執行部が考

えておられることがすべて完璧とはいきませんからね。協働のまちづく

りというのはやはり本当に今市民がどう考えているだろうかと、こうい

うところにやはり着眼して、真剣にそのことと取り組んでいくと、こう

いうのでないとね、これからは成り立っていきませんよ。 

 それから、さっきも言いましたようにね、何ぼ毎日の自治大賞を受け

とっても、恥ずかしい言うてんですけえのう、川一本はさんで島根県側

にゃ5回も生活交通バスが通ると。路線バスも3往復あると。通院バスも

あるというようなことを聞いてますけどね。100円で町内を生活交通バ

スは乗り放しだそうですね。そこまで十分にはしなくても、どんなに奥

地いうか、僻地いうか、過疎地域においても堂々と胸をはって、安芸高

田市民だと言える、そういった市政を進めていただきたいんですね。こ

れが本当の住民の立場に立った協働のまちづくりの、私は道だと思うん

ですよね。 

 そういうことについて、考えを尋ねても同じことの繰り返しですから、

時間がいるばっかりですが、今、まあ協働のまちづくりということで32
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の自治振興会がどうだと言われておるのは、市側の片思いですよ。片思

いというのは、いずれ崩けますよね。本当にやはりともに実感ができる

と。そして、本当に苦しいんなら、市民も行政も苦楽をともにし合える

と、こういうようなやはり考え方で、私は進めていただきたいと思うん

ですが、そこのとろこをもう一度お尋ねしておきたいと思います。これ、

市長さんにお伺いしますね。 

 そう再々、言いとうないんで、もう1つ、民間の利用ですね。これを

改めて聞きますが、どう考えておられるのか、今の時点でですね。この

間から、民間の問題もいろいろあってるんですが、やはり今、民間が手

がけようとしておられることへは、むしろ民間に任せていくということ

が平生から主張されることに合致したやり方じゃないかと。地域経済の

振興とか、いろいろ言われますよね。農協もその分野でもやるでしょう

し、本当の民間の方もやるでしょうし、やっていただけるでしょう。 

 そうすることが、さっきから言われる歳出をいかに削って考えていく

んか、しっかり一つ一つの施策を精査して、ふさわしい形でやっていく

んかいうのをどこでそれをやられるんか、わからんのですよね。不急不

要な状況じゃないんだと、葬斎場も。言われますが、そんなにゆとりが

あるんですか。何十年先のことに、今投資しとくほど。そこらもね、言

われてることが一致しないんですよ。 

 そういった点含めてお答えいただきたいと思います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 児玉市長。 

○児 玉 市 長  この葬斎場の建設については、もう合併前からの広域連合時代からの

課題であったわけでございます。そういう中で、長い間の論議を重ね、

また、議会を中心にした特別委員会の論議を重ねて、ここまできておる

わけでございます。したがって、議員の皆さんも特別委員会の中でいろ

いろ論議をしてもらって、それじゃあ、地元へも説得に行こうというこ

とで、今、地元へも説得に入っておると、こういうような状況を、経過

を経てここまで来ておるわけでございます。 

 したがって、今、そいじゃあその基本政策を変更せいと言われても、

今までの経過がありますので、それは建設委員会等も火葬場の特別委員

会等もございますので、十二分にそれは、火葬場の委員会等でも論議を

経ながら、我々は前へ進めていくというのが本旨であろうというように

考えております。 

○川角委員長  はい、どうぞ。亀岡委員。 

○亀 岡 委 員  平行線ですので、繰り返しとうないんですけどね、たびたび言います

ように、広域連合や合併協でいろいろやるときは民間の動きはなかった

し、市長もそのことをはっきり言うとられるわけですよね、民間の動き

はないからと。今、これをですね、庄原もそうじゃあないですか。見直

しをかけろと。決定している施策でも、議会も当然議会も審議してね、

それでも見直しかけてやってるんですよ。勇断ですよ、これやれば。 
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 そういうことを、やはり的確に取り組むのが、私は今の行政でなけれ

ばならんと思うんですね。もうこだわりですよ、これは。本当に私は考

えていただきたいと思いますね。今、市民世論は離れていきよりますよ。

はっきり私はここで申し上げておきたいですね、今年の予算はいろいろ

な意味で中身が、本当にかつてない今回の予算審議、あるいは予算の採

決等に当たっては、議会が存在理由、存在感を問われてくると思うんで

すね。 

 この間も言いましたから、言うのを重ねるのは嫌なんですけどね、県

の行政を助けたり、片や、市民が本当に切望しとることでも、財源がな

いからできないようなことがえっとあるんですよ、たくさんあるんです

よ。これらは、どう私たちは説明したらいいのか。あんなに財政力があ

るんかとか、どがあになっとるんかということを常に問われるわけです

ね。私は、この際しっかりそこを構えて考えていただいて、本当にやっ

ぱり安芸高田市はやるんじゃのうと、市長先頭に、いうだけの市民の皆

さんが疑問に思うとられたり、また、切なる要望を考えておられる、そ

こに思いを寄せる、そういう考え方に立ってね、やっていただきたいと

思うんですよね。いろいろ申し上げてもやむを得んと思いますが、ひと

つ市民の声にしっかり耳を傾けるというような意味合いから、もう一度、

考え方を聞かせていただきたいと思います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 児玉市長。 

○児 玉 市 長  先ほど来、申し上げておりますように、この決定の経過は長い間の論

議を経て来ておるわけでございまして、ここで私の一存でこうしますと

いうことにはなりません。それはやはり今までの特別委員会の論議を尊

重せにゃいけんということもございますし、そこまでしか私は今言えま

せん。 

○川角委員長  ほかに質疑はありますか。 

 青原委員。 

○青 原 委 員  先ほど一緒に聞きけばよかったんですが、第2庁舎の件ですね、第1分

庁舎がこうして予算化されとるということであれなんですが、第2、第3

分庁舎があるわけですね、そこらの扱いはどういうふうになるのか、計

画があればお聞かせを願いたいと思います。 

 それと、それについての予算はどういうふうな範囲でやられるのかと

いうのもお聞きしたいと思います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 新川総務部長。 

○新川総務部長  現在、建設部におきましては、株式会社中電の方からお借りをいたし

ております。現状におきましては、その借り入れの中で庁舎ができるま

では、ある程度そこで事務を執らせていただきたいと。その後におきま

しては、以前からそうした資料館と一体的な、合併前からいろいろな形

の中であったわけですが、非常に今後のその利用というのにつきまして
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は、財政はある程度伴う問題もございますので、資料館の一角というよ

うな状況もございましたけども、今後のそうした利用体系というのがな

かなか立ちにくいというのが現状の状態でございます。 

 それと、教育分室が入っております、教育委員会が入っております稲

田橋のところですが、これは市有財産のものですから、これは現状では

使用できるというように考えております。 

 それと、県土木のところにございますもとの吉田土木の庁舎ですが、

これは新庁舎に入居しますと、県の方の財産管理室の方が山際にありま

す2階建ての建物につきましては、解体をする計画でございます、更地

にして駐車場にするという計画です。 

 それと、現在入っている教育分室については、跡地利用はできるとい

うことで、市有財産の施設でありますので他方面の中で利用していきた

いというような考え方を持っています。 

○川角委員長  答弁を終わります。 

 青原委員。 

○青 原 委 員  やはりこのことは、10月に完成をして、11月から供用開始するという

状況の中で、この事業の一つとして考えていくんであれば、やはり第2

庁舎文化総合福祉センターが完成と同時にそういう問題も全部解決せに

ゃいけん問題なんですね、これは。含めたもんですから、これは。 

 そういう意味合いで、今になって、今の答弁ではまだこれから考える

んじゃというような答弁だったろうと思うんですが、そうでなしに、や

はり11月供用開始に向けて、きちっと精査しましょうということを私は

聞きたかったんですが、そこらあたりももう一度お聞かせを願いたいと

思います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 新川総務部長。 

○新川総務部長  問題は、現在、建設部が入っております中電の庁舎であろうと思って

おりますが、基本的には ご指摘いただきますように、第2庁舎と合わせ

た総合的な判断の中でもう少し整備の方針については検討を重ねさせて

いただきたいというように思っております。 

○川角委員長  はい、質問を続けてください。 

 青原委員。 

○青 原 委 員   先ほども聞いたんですが、その分の費用についてはどういうふうに考

えておられるんか、そこのところはまだ答弁いただいとらんですね。ま

あ、やっぱりしっかり聞いとってもらわんといけんだろうと思うんです

がね。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 新川総務部長。 

○新川総務部長    中電の建物については、基本的には現在お借りしておる状況でござい

ます。第2庁舎が完成しますと、中電の方に支払いをするという方法で

当初のスタートはいたしております。 



137 

 ただ、借り入れ当初に、できれば使用後にあっては、市の方において

購入に回していただけないだろうかという内容は聞いております。 

 ただ、昨今の状況は非常に難しい状況等もございます。この点も十分、

もう少し時間をかけさせていただいて、検討はさせていただかなくては

いけないのではなかろうかというように考えております。  

○川角委員長  答弁を終わります。 

 青原委員。 

○青 原 委 員  大体のことはわかったんですが、このことにつきまして、やはり自治

振興部、特に企画課がそういうシミュレーションせにゃいけんところで

すよね、これは。そういうのがなされているのか、どうか。そういう計

画はどういうふうな計画を立てられとるのか。何もなしで推移しとるわ

けじゃあなかろうと思いますので、そこらの計画ができとるんならちょ

っと見せてもえばええんですが、お聞かせ願いたいと。資料があれば資

料提出してもらえばええと思うんですが、とりあえず答弁だけいただい

て、その後にまた。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  今の建設部が入っている建物土地につきましては、将来の明確な方針

が出ておりませんので、したがって、私どものところではそれの使用に

ついての計画は一切立っておりません。  

○川角委員長  青原委員。 

○青 原 委 員  わかりました。それでですね、やはりこの第2庁舎に係ることですの

で、やはり40億円という費用がありますので、その中のうちで解決をす

るということで理解してよろしいですか。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  今の建設部が入っている土地建物、それから、教育委員会が入ってい

るところの建物の処分等の問題については、これはいわゆる40億円にか

かわらないいわゆる費用だろうというふうに考えております。 

○川角委員長  青原委員。 

○青 原 委 員  そりゃ、わしちょっと納得できんのですが、やはりこれは第2庁舎を

つくるから、そういうふうに今分散しとるわけであって、かかわりあい

がないということはないと思うんです。私はそのうちの中でやっていた

だきたいというのが、私のお願いなんですが。そこらはどういうふうに

考えておられるのか。今の教育委員会が入っとるところについては、あ

れを解体をして処分するというような話を聞いとるんですが、そのあた

りはやはりきちんとその費用の中でやってもらいたいという思いはしと

りますが、そこらの考え方を再度お聞かせ願います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  現在、産業振興部としても入っている元農業普及所の建物でございま
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すが、これは当初、総合文化保健福祉センターに設置をする予定だった

ものを変更し、そこを保健センターにするというものでございますので、

それは40億円の一環であろうというふうに理解をしておりますけども、

それ以外の土地建物の、いわゆる取り扱いにつきましては、これは跡地

の利用ということでございますので、建設にはかかわらないものであろ

うというふうに理解をしております。 

○川角委員長  答弁を終わります。ほかに。 

 加藤委員。 

○加 藤 委 員  午前中に、外郭団体についての自治振興部としての考え方、あるいは

今後の運営の仕方といいますか、そういったことについて説明があった

んですが、現在第三セクター等調査特別委員会を設けて、8団体でした

かね、検討している最中なんですが、これ以外にもっとどういうんです

か、わかりやすい運営をするために指定管理なり、そういったものに含

めていった方がいいんじゃないかというものが幾らかあると思うんです。 

 例えば、大きな例で言いますと、市が直轄でやっておられます甲田の

ミューズとか田園パラッツォを、これらにしても指定管理で運営ができ

ないもんだろうかと。もしそれができるとしたら、それを運営するため

の管理費あるいは収入がどうなっていくといった、その費用対効果の評

価が正しくできるんではないかと思うわけなんですが、なかなか今、第

三セクターも現実に利益を出して悠々としてやっているところはないわ

けなんですが、往々にして収支だけに目を奪われて、個々の団体につい

ての存在価値とかを適正に評価されないというようなことがあってもい

けませんので、こういうものは8団体に限らず、もう少し指定管理とし

てできるものがありましたら、取り入れられたらどうかなというふうに

思います。 

 今、この例に挙げた施設が特にどうこうということで言ったわけじゃ

ないんですが、それを運営するためにどれだけの経費がかかっているか

ということは、今の一般会計でやられるとちょっとわかりにくいという

こともありますんで、これは結構予算にも関係することですんで、そう

いった考えがあるかどうかということについて、お聞きいたします。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長    私の方から企画サイドとしての考え方で説明をさせていただければと

いうふうに思います。現在、社会教育施設で指定管理にしておりますの

は、八千代町のフォルテの2階でございます、これは、いわゆる八千代

タウン開発という、第三セクターが所持しておった建物を、社会教育施

設として購入をしたという旧八千代町時代の経過がありまして、さらに

同じ建物の下に商業施設があるということの中から、八千代タウン開発

に社会教育施設でありながら、指定管理をしてきた経過がございます。 

 今、ご指摘のありましたミューズや田園パラッツォは、これは社会教

育施設でございますので、確かにフォルテということで風穴は空いては
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おりますけども、こうした社会教育施設を指定管理にしていくのかどう

かというのは、今からしっかりした議論が必要なんではなかろうかとい

うふうに思います。 

 と同時に、そのほかにも例えばの例でございますけども、学校の給食

施設であったり、先進的な例では保育所等もいわゆる指定管理制度を導

入しているところがございますけども、今後、安芸高田市の行政のあり

方と財政の状況を勘案しながら、こういった社会教育施設や福祉施設を

どのような管理運営の形態に持っていくのかということの議論がこれか

らなされていく、なされなくてはならない環境になってくるのかなとい

う思いでございます。 

 ご指摘のとおり、一般会計の中ではすべてこういった社会教育施設は、

全部一緒の歳出に入っておりますので、そういった意味では個々の施設

の管理の状況はなかなか見えにくいということはございますけども、今

後は、行政評価システムを導入し、事業評価制度をさしずめやるという

ふうな状況になってまいりますが、そうした段階では、施設全体として

の評価というのは、まだなかなか難しいかもわかりませんけども、そこ

で行われている個々の事業につきましては、評価なりまたコスト計算等

ができる環境に次第になっていく。そのことによってそれぞれの施設の

管理運営の、正直申し上げまして優劣を含めて出てくる環境になるのか

なというふうに思っております。 

 以上であります。 

○川角委員長  加藤委員。 

○加 藤 委 員  指定管理を取り入れるというのは、まず第一のメリットといいますか、

これは経費が安く済むということが非常に大きなメリットだと思うんで

すよ。保育所を丸ごとそういった形で運営してもらうというのも、そこ

に大きなねらいがあると思います。特に難しい問題があるんならともか

くとして、やろうという気になったら、そんなに問題は私はないと思い

ます。こういったものは、やはり目に見える形で運営される方がいいと

思うんで、答弁は今よろしいですが、できるもんならそういうことに、

できるだけ早くそういうことに取り組んでもらいたいということをお願

いしときます。 

○川角委員長  答弁ええですね。ほかにございますか。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  まず、説明資料の7ページの文書広報費の方の広報の発行ですけども、

これは以前にも総務の方で言ったんですかね、この発刊との関係もある

んで、発行日とか配布日、これについて以前6町いろいろな状況がある

ということで、いろいろな意見があるということも言いましたけども、

その後、どういった状況に市民の皆さんが受けとめておられるか、そう

いった調査をされた経緯があるんだというふうに思うんですが、そこら

のことを含めて、この広報の配布時期、これについてどのように今考え

ておられるか1点お伺いしたいと思います。 
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 それと、同じく7ページの交通対策費の関係の中で、ＪＲの向原駅に

自動発券機を設置するということで、かなりの費用がかかっております

が、これを見たときに、8ページの方に第2庁舎の関係も出ておりますけ

ども、第2庁舎の駐車場の件ですね、これの管理をどのようにされるの

か、1点お伺いしたいというように思います。 

 以上、2点についてお伺いしたいと思います。 

○川角委員長    答弁を求めます。 

 新川総務部長。 

○新川総務部長    確かに、この広報の配布につきましては嘱託関係の配布の関係であろ

うかと思っております。このことも、総務の方で所管をいたしておりま

す。合併前、各町ばらばらであった形のものを、第2、第4の木曜日とい

うことで、配布をさせていただいております。今の現状の、その当時は

月末に向けて、できるだけ土日の作業をしていただいた方がということ

で、一たんは総務の中でも整理をさせていただきました。それと、納税

組合の関係もだんだん集金的な形がなくなるという状況がございます。 

 そういう状況の中で、現在2と4の木曜日ということで嘱託さんの方に

配布をさせていただき、できるだけそれが金曜日に着いて、明くる日配

布していけば休みになるからという考え方の中で、今それをさせていた

だいておるという状況でございます。確かに、ご指摘いただきますよう

に、アンケートの問題点も取り上げて、どのような形で対応すべきかと

いうことも考えております。配送の件数等についても、現在いろいろ検

討はさせていただいておりますけども、この配布につきましては、一応、

現状の2と4をもとに、皆さんのご意見等も拝聴できるような環境の場を

ちょっとつくらせていただきたいというように思っています。 

○川角委員長    竹本企画課長。 

○竹本企画課長    現在、新年度予算で計画しております駐車場における自動発券機の件

でございますが、甲立駅のパーク・アンド・ライドの駐車場と向原駅の

パーク・アンド・ライドの駐車場に1台ずつ設置したいと考えておるも

のです。というのが、この間、一時利用、とりわけ1日とかという利用

の場合は、事前に支所または本庁等の方に連絡し、住民の方はですね、

そこで何番を使ってくださいということを指示します。 

 そうすると、その住所と相手方に納付書を送って、300円、または310

円を振り込んでくださいという形をとらせていただきます。それに伴う

調定作業、またいろいろな課題の経費等もかかります。 

 そういったものを、今回、自動発券機というものを設置する中、これ

は広島の合同庁舎の横にあります、道路のところにどういうんですかね、

駐車場ありまして、そこにお金を入れて、発券機を買って車の前に貼り

出しておく。そういった仕組みで一時利用の方が何の連絡もせず、そこ

で自動発券機で券を出し、車を一時利用のところにとめて、そこへカー

ドを置いておくことで、料金の適正、またそれの徴収を図るという思い

で利用したい。そういった経費を今回2カ所で四百数万円というのを計
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上させてもらっているものです。これについて、そういった経費等の負

担を図るとともに、利用者が気軽に対応できるということを目的として

やらせていただきたいという思いです。 

 それと、第2点目の質問の中で、第2庁舎等ができた場合の駐車場の考

え方を管理上、どう考えとるんかということのご質問がありました。 

 第2庁舎等が整備が終わった後の駐車場の考え方ですが、当初、これ

は調査特別委員会等でも提示させていただいておりますように、基本的

には庁舎の南側の前側の駐車場を一般市民の利用に供し、対応していき

たい。行事等がある場合は、新町1号線、裏側の広い今消防の訓練塔が

あるところを市民の利用等と合わせて活用し、そうした中、平常時には

来客用として60台整備し、イベント使用時においては130台程度の駐車

場を確保するという形で議論させていただきました。 

 また、そういった平日の行事等行う場合においたら、職員が駐車しと

るスペースを、職員は一時的にゆめタウンの調整池等の方を借りて、職

員の車をそちらに移動し、市民の方が行事等の開催において不便がない

ような対応を行わせていただくという計画で進めてきております。 

 管理上においては、市の職員においては、駐車場の料金としての協力

ということで、年間の利用料をいただく計画ですが、市民の方にはこれ

は無料での利用という形のものを想定して、現時点では対応していきた

いというふうに考えております。 

 以上です。 

○川角委員長    答弁は終わります。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員    広報の配布の件は以前から言っておるんですが、これはもう1年ぐら

いたったんですね。だからまあ、やる気がなかったら何も進まんという

ことですよね。納税も振替にするということなんで、どんどん常会とい

いますか、地域の皆さんが集まる機会が少なくなるというふうなこと、

これは本当に住民自治のまちづくりから言いますと、地域振興会の母体

はやはり常会単位ですよ。とすれば、やはり納税がなくても月に1回ぐ

らいは集まって顔を見て、一杯飲むまではいかんでもね、集まってやろ

うというのが原点だというふうに思うんですね。 

 ですから、そういったとろこにこういった配布物ができるということ

が、配布をしながら、広報でも開きながら、このことについてはどうか

いのというような話をするような機会を持つとか、そういったことが本

当に住民自治のまちづくりの原点じゃないかなという気がするんです。 

 そういった意味で、配布というのは一つの利便性のことだけのように

見えますけども、そういった背景がかかわってくるわけですね。そうい

った面からもやはり住民の皆さんの意向を聞くということとともに、情

報を発信するという立場からすれば、そういったところを仕掛けていく

べき私は部分ではないかというふうに思うんですね。 

 ですから、小さいようなことだけども、大きな意味を持つというふう
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に私はとらえておるんですね。そこらが、そんなふうなところまで十分

な私も説明したことはあると思うんですが、伝わってなかったんかなと

いう気がするんで、そういったふうにとらえていただければ、もっと積

極的に重く受けとめて、とらえていただけるんかなという気がするんで、

そんなふうにとらえていただけてなかったんでしょうから、その辺を、

私はそういう考えですが、部長はそんなことはないというふうにお答え

なら、そういうふうにお答えでいいと思いますが、その辺の見解をまず

伺いたいというふうに思います。 

 駐車場の件ですが、我々が視察に行った、あれは群馬県の太田市だっ

たですかね、スバルの工場がある会社の町だったですけども、そこには

市の駐車場にその自動改札機というんですかね、そういうものを設置を

されたと。あそこは夜、周辺に一杯飲み屋がいっぱいあって、夜勝手に

とめてしまうんで、そういう管理をせんにゃいけんというような冗談半

分ともいうような市長は話をされてましたけども、やはりお金がないな

いと言うんだったら、市民が用事で来られる人とそうでない人と、ある

いはいろいろなことがあると思うんですが、500万円もかかれば、その

投資がそこまで生きていくんかどうかというのが費用対効果もあります

けども、そこまでしっかり検討して、駐車場ということのとらえ方をす

る方が市民にはわかりやすんかなと。近くの者が広いところがあるから

とめるというふうなもう時代じゃないと思うんですね。やはり市の用事

として来る人にはきちんとした、無料で開放する。でない人には、きち

んと料金をもらうというようなことも含めて、病院等の駐車場もそうで

すよ。そこらのところまで、しっかり考えたことをするというのが、本

当に財政厳しいときにいろいろな取り組みをするということの表現じゃ

ないかなという気がするんで、その辺についてのお考えを再度お伺いし

たいと思います。 

○川角委員長    答弁を求めます。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  広報等の発行日の問題でありますけども、確かにご指摘のとおり常会

で月に1回寄るというのは非常に大切なことだろうと思います。特に、

そういったことがないと、多くの場合は、不幸があったときか、新年宴

会か何かのとき以外、顔を見んよのというふうな実態になるということ

もよく聞く話でございますので、これにつきましては総務部の方と、例

えば今度の嘱託員の会議等も4月に行われますので、相談をさせていた

だいて、そこらでまたご意見もお聞きをして、早い段階で整理をさせて

いただくというふうにさせていただきたいと思います。 

 それから、第2庁舎等の駐車場でございますが、これについては、特

にこの近辺というのは生活交通も発達しておりませんし、多くの場合は

自家用車でおいでになるということがございますので、どうしても、十

分な駐車場を用意をしておるわけでありますが、正直申し上げまして、

夜間に近所の方がとめられるとか、酒を飲んでとめられると、そういっ



143 

たことは少し私どもは想定はしておりませんでしたので、そこらについ

て、少し研究をこれからしてみたいというふうに思います。 

 ただ、駐車場の問題につきましては、ここの駐車場だけでなしに、実

は支所等の駐車場の問題もございますし、さらには支所だけでなしに、

他の公共施設の駐車場の問題等もいろいろ絡んでまいりますので、そこ

らとの整合性をどのようにとってくるかということも大きな課題になり

ます。 

 そういった意味で、そのことをやることによって経費がかかったり、

職員がどんどん少なくなる中で、職員の負担ばかりふえていくというの

もまたいかがなもんなんかというふうに思いますので、これは検討課題

としていただきたいというふうに思います。 

○川角委員長    答弁を求めます。 

 新川総務部長。 

○新川総務部長    確かにご指摘いただくものにつきましては、そうした地域集落の会合

という状態に合わせていただくのが原点だろうと思っております。4月

の中旬より、嘱託会議を開催をさせていただきます。その場の中で、委

員さんにそうした問題提起をさせていただきまして、そうした地域の実

情と合わさせていただいて、この状態というのを取り組み、整理をさせ

ていただきたいというように思っております。 

○川角委員長    ちょっと質問の途中ですが、ここで20分まで休憩に入ります。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後２時０８分 休憩 

      午後２時２１分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○川角委員長  それでは、休憩を解いて、会議を再開をいたします。 

 休憩前に引き続きまして、質疑を受けます。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  それぞれ2点についてはお答えをいただきましたんで、しっかり検討

いただくということで理解をさせていただきたいと思います。 

 これは機構改革とも少し関連するので深くは言いませんけども、自治

振興部は企画課と自治振興課という2つの課ですよね、これで成り立っ

とるわけですけども、前にも言いましたが、第2庁舎にしても、建設に

なってもいつまでも企画が持っとる。今回の駐車場の問題なんかにして

も、いつまで企画部がこんなものを持つんか。これは交通関係なんかだ

ったら、もう実施段階になったら、建設部とかね、そういうものがやは

り持つんじゃないかという気がするんですけど、ここらの整理もぜひ機

構改革を10月まで伸ばしましたんでね、しっかり検討いただくというこ

ととあわせて、こんなことをしとるから、実施計画というのができんの

ですかね、企画課は。ちょっとその辺をお聞きしたいと思います。忙し

過ぎて、きのう財政計画を総務部の方言いましたけども、実施計画とい

うのは、企画がつくるべきでしょうね、これは。これはできんのは、そ
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ういう忙しさのためにほうり投げとるんですか、お伺いします。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  まず、冒頭のいろいろな本来企画が持つべきでない事務を持っている

というご指摘がございますけども、その傾向は残念ながらございます。 

 例えば、先ほどありました交通対策等見ますと、国では国土交通省と

いうふうな形で一体的にやはり実施をしているということがございます

けども、第三セクターの問題も、むしろこれは産業振興に基本的にはか

かわる問題でありますので、そういったところを、私どもとすれば今度

の機構改革の中では企画が企画たるべく役割ができるような、そういう

形でしていただけると大変うれしいなという思いは持っております。 

 次に、実施計画の関係でございますけども、ご指摘のとおり、忙しい

うんぬんということ以前の問題として、これは極めて大変な事業でござ

います。旧6町の時代は実はいろいろな計画をつくりますけども、計画

をつくったその年は机の上にございますが、2年目はロッカーに入って、

3年目はどこにあったかいのう言うて探すようなのが、いわゆる計画書

ということで、国とか県が言われるから計画はつくらなくてはというふ

うな傾向も実はなきにしもあらずだったわけでありますけども、それは

一方では旧町の時代は、財政的にもそんなに大きくありませんし、町内

の課題にしてもいわゆる目が行き届く範囲のことでございますので、市

長さんなり市役所の幹部の職員はある程度財政の状況なり、行政の流れ

というものが見えておったんだろうと。 

 そういった意味で、臨機応変な行政運営が一方ではできるということ

の中で、そういった計画書はなかなか重要視されてこなかったという経

過もあるんだろうというふうに思います。 

 ところが、一方では今日の状況を考えてみますと、右片上がりだから

こそある意味ではそういったことが、臨機応変ということができとった

時代から、交付税も減ってくる、それから、いろいろな扶助費を含めて

どんどんやはり歳出もふくらむ構造を持っているという状況になります

と、計画は計画倒れでなしに、計画を策定をしたら、その計画の目標に

沿っていわゆる日常の業務をやり切っていく。または施策を組み立てて

いくと、こういった作風を身につけないと、今からの行政運営は成り立

っていかないんだろうというふうな気がしています。 

 そういった意味では、ただ単に計画サイドで事業をこね繰り回して、

いわゆる事業費を圧縮し、そして計画の中に押し込めていくと、こうい

った話では済まないところがございます。もう一方では、目標の問題で

言いますと、19年度は事業評価、行政評価を行うということで、まず最

初に事業評価から着手をするということでありますが、この事業評価に

つきましても、本来であれば実施計画の目標に沿った形で、事業のいわ

ゆる目標が設定されるべきでございますので、そういった意味では、先

ほど言いましたように実施計画が実施計画のみだけで、いわゆる存在す
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るものではない。あらゆる行政の運営にかかわってくる、そういったも

のなんだろうというふうに思います。 

 そのことが、合併後いろいろ検討する中で明らかになってまいりまし

た。自治振興部とすれば、実は一昨年からこの事業にとりかかったわけ

でございますけども、残念ながら一昨年の段階では、合併の建設計画と

いうこともございますので、そこらあたり事業がなかなか絞り切れなか

ったということがございます。 

 とりわけ下水等につきましては、下水を旧町時代に下水計画をつくっ

ておりますが、その時代は言ってしまえば、各省庁が自分のところの縄

張りを確保するために、いわゆる面的整備を建設省は公共で、または特

環で、農林水産省は農集でということでどんどんそういったことを計画

をしなさいというふうな時期に実はこの計画というのは成されてますけ

ども、現実的には1軒の家に管路を引くのに500万円も1,000万円もかか

るという今日的な状況の中では、その見直し等も含めて成されるべきだ

ろうということでありますが、市長もこの間そういった考え方の中で、

私たちにご指導いただいてますけども、ところがそういった計画の見直

しも一朝一夕でできるもではございません。そういった個々の事業の集

大成がある意味では実施計画という形で表現をされてくるわけでござい

ますので、そういった意味では、一昨年の段階ではそこら辺の整理がな

かなか厳しかったというのが現実であります。 

 今年度に入りまして、こういう状況ではいけませんので、下から積み

上げるという方法も必要ではありますけども、一方では、ある程度、総

事業費、枠を定めながら協議、調整をしていくという手法に切り替えて、

現在、第1次の段階のいわゆる事業の整理をしたところでございます。

実施計画は、この事業の整理に伴いまして、いわゆる地方税を含め、交

付税等の収入をいわゆる推計をし、そして経常的な経費のいわゆる起債

の償還を含めて、この間の資料をもって支出、そして事業の出を整理す

ることによって収支の推計をとっていきます。 

 最終的に、収支の推計がゼロに、もしくは剰余金が出るという段階に

なって初めて、実施計画ができ、そして、財政計画が完了したというこ

とになるわけであります。現在の段階は、先ほど言いましたように、事

業については一定の整理をしましたけども、財政推計をする段階におい

て、今とまっているというのが現状であります。 

 これは、一つは毎年度残念ながら一般会計のベースで3億円とか、5億

円とか、こういったペースでいわゆる財源不足が生じるということがあ

るからであります。この財源不足がどのように解消するかということで

ございますけども、主要には行財政改革の中で事務事業をいわゆる整理

をする中で財源を確保して、そしていくという方法以外にございません。

ここのところのいわゆる計画値を求めていく、この作業が少し大変な状

況でございまして、そして、現在の段階でそこで作業を進めているとい

うのが実態でございます。 
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 そういった意味で、財政的にも非常に豊かな自治体であれば、そこの

マイナス部分というのがこれだけ事業を絞り込みますと、相当圧縮され

たはずでございますけども、安芸高田市の場合は残念ながら、行財政改

革で、言ってしまえば血のにじむようなやはり努力をしないと、そこの

ところはなかなか解消されないということの中で、そこをどうするかと

いう議論を現在しているところだということでご理解をいただきたいと

ふうに思います。 

○川角委員長   答弁終わります。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員   今、長々とちょっと言ってもらいましたが、そこまで言うんなら書類

でも出してから言うてくださいよ、本当に。きのうは、総務部は先伸ば

し、先伸ばし言うて、今度は自治振興部は理屈ばっかし言うてから、何

も見えてこんじゃないですか、こりゃあ。自治振興部の中の企画課はし

っかり、もうちょっとシンプルに企画の部分をしっかりやってもらわに

ゃいけんでしょう。逆に自治振興課の方は、私はもっと地域住民の中で

まちづくりをするということになれば、農業とか福祉とか産業とか、す

べてのやはりものにかかって、中山間地は総合的に物事を考えて住民が

中心になってやらにゃいけん状況にあるわけですよ。であれば産業振興

部あるいは福祉保健部、さらには教育委員会あたりも含めて、本当に総

合的に市民にそういうことをつないでいかんと、市民は動きにくいんで

すよ。 

 だから、自治振興部がそういった他の部署との連携をね、もうちょっ

としっかりとって仕掛けていくという形がないと、その中山間地の地域

振興会あたりは、本当に何をしていいかわからん状況にありますよ。 

 だから、自治振興課長に聞きたいのは、そこらの部署との横の連携を

ね、大学との連携の中でやると言いましたけども、もっともっと具体的

に、市役所の中の横の連携、縦横の連携をしっかりとるということがな

いと、その振興会の活動というのは本当にお祭だけになってしまいます

よ。その辺について、1点お伺いしたいというふうに思います。 

 企画の部分については、長々と言うんだったら出してくださいよ、書

いたものを。 

 市長さんにお伺いしますが、きのう三次の例を言いましたよね。あれ、

見ていただけましたかね。その点をまずお聞きしたいと思います。以上、

2点になるかな、3点になるか。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 はい。小田自治振興課長。 

○小田自治振興課長  それでは、自治振興課に対して熊高委員さんよりご質問があった点に

ついてお答えをしたいと思います。 

 これからの地域振興を考えるということで、産業育成、または地域の

福祉、または生涯学習、そこらのところも相まった形の中で全体的な住

民自治というのをとらえるというのが、当然考えていかなければならな
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いと考えておるところでございます。 

 そういった中で、18年度から取り組みをさせていただいたものの中で

あるのが県立広島大学との連携もその一つの例でございます。大学の持

っておるさまざまな智恵というのを、安芸高田市のそういった住民自治

活動の中に生かしながら、経済活動、またはお互いを支え合うような地

域福祉、人間関係も含めたそういった取り組みというのを進めていくと

いうのが、当然必要なことだと考えております。 

 今後、内部の連携等も含めてともに取り組みをいくと。取り組みなが

ら、内部の産業振興部であるとか福祉保健部、そこらのところも合わせ

ながら協議を進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○川角委員長    続いて、答弁を求めます。 

 暫時、休憩いたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後２時３７分 休憩 

      午後２時３９分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○川角委員長  それでは、休憩解いて、再開いたします。 

 児玉市長。 

○児 玉 市 長  ご指摘のように、けさこの実施計画等については事務レベルから渡さ

れたところでございますが、きのうからきょうへかけて、私は夕べまだ

10時前に通夜に行かにゃいけんとこもありましてですね、けさは仕事、

入札のことで8時から打ち合わせをしたと。こういうようなことで、ま

だこれに目を通しておりません。私の都合でそういうことでございます

が、熊高委員の期待にはこたえるように努力していきたいというように

思います。 

○川角委員長    田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長    実施計画と財政計画というのは対になっとるもんでございますので、

編集上二つに分けるということでございますが、基本的には対になっと

るものでございますので、現在、中間のものは当然整理をしております

ので、その資料につきましてはすぐ配らせていただきたいというふうに

思います。 

○川角委員長  それでは、資料が後ほど、先の質問に対して配られるということでご

ざいますので。 

 はい、資料ができたようでございますので、直ちに配りたいと思いま

すので、暫時、休憩いたします。 

     ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後２時４０分 休憩 

      午後２時４１分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○川角委員長  それでは、再開をいたします。 
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 ただいま、資料を提出しておりますので、これに基づいて簡単に田丸

自治振興部長の方から説明を求めます。 

○田丸自治振興部長  これは、当初財政計画という形で提出をさせていけばというふうに思

っておりましたので、こういう編集になっております。実施計画という

ことであれば、3ページのところからが実施計画の中身になっています。

当然、計画書でございますので、計画の趣旨、計画の期間、それからロ

ーリングのあり方等々を記載をしていくわけでありますが、それは省略

しておりまして、主要事業の考え方ということの部分が、いわゆる実施

計画の各事業の基本的な考え方であります。 

 これに基づきまして、施策の体系の各項目ごとに、いわゆる事業費を

上げていくという形であります。これが実施計画の中身になります。 

 その後に、1ページに返っていただきまして、財政計画として先ほど

言いました事業の組み立てに基づいて、財政的にはどのようになるかと

いう形で、1ページ、2ページが展開をされ、そして、最終的には一番最

後の表がございますが、これが財政計画という形で表現をされてまいり

ます。 

 今回の説明につきましては、いわゆる計画をどのように組み込むかと

いうことも財政計画の中に入っておりますので、このページの流れに沿

ってご説明を申し上げたいというふうに思います。 

 財政計画の立て方はいろいろございますけども、三次市等はいわゆる

3年のローリングという方向をとっております。私たちが、今回、施行

しておりますのは5年であります。 

 と申し上げますのも、3年では余りにも期間が短くて、推計しても少

し出てこない。例えばの話でありますが、過疎計画等は15年の償還で、

3年の据え置きでありますが、3年の据え置き部分は利子だけでございま

すので、言ってしまえば、元金を払う部分が財政上、上がってこないと

いうことがございますので、本来ならば、10年、15年というスパンで当

然見ていくわけでありますが、計画とすれば5年程度はやはり表現をし

ないと、全体の構造が見えないということの中で、あえて5年というこ

とで整理をしたいというふうに考えているとろであります。 

○川角委員長  概要、簡単に説明までしてくださいね。 

○田丸自治振興部長  全部すれば1時間かかってしまいますので、それでは簡単に。 

 まず、歳入の考え方でありますが、歳入はいわゆる歳入の費目に沿っ

てそれぞれ、例えば地方税であればどのように伸びていくかということ

を含めて、推計の前提を書いたものであります。歳出の考え方につきま

しても、人件費以下、その他につきましては、そういったことの中で見

ております。投資的経費につきましては、別紙参照ということでありま

すが、ここで言いますと(3)であります。主要事業の考え方ということ

で、総合計画の柱、施策の柱であります「快適でにぎわいのあるまちづ

くり」、その中では個性あるまちづくりの推進、定住と交流のネットワ

ーク等々の項目が施策項目でございますが、それぞれに沿っていわゆる
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どのようにしていくことをしております。 

 本来ならば、ソフト事業も含めて政策的なものを上げていくというこ

とでございますけども、現在の段階では、ハード事業そのものがまとめ

るのも大変だということの中で、主要にはハード事業について整理をし

ておるものでございます。それを7ページまでずっとしております。こ

ういう考え方に沿って事業を整理をしたということであります。 

 その結果が、8ページでございます。まず、歳入につきましては、先

ほどのいわゆる推計の前提に沿って伸ばしていったりしておるところで

あります。交付税につきましては、いわゆる自治体本来のいわゆる交付

税という部分と、公債費で交付税に措置される部分とに内書きでそれを

示させていただいております。 

 つまり合併特例債であるとか、過疎債だとか、そういった起債を借り

れば、内公債費部分という金額がどんどんふくらんでまいりますので、

そうすると本来の安芸高田市の自治体固有の交付税がどのようになるか

という形が見えてまいりませんので、そのような形にしとるところであ

ります。その他の収入、そして、地方債でございます。19年度が195億

円余りということで推計しておりますけども、23年度は177億円という

形まで減少してきております。 

 その下に、繰越見込額というふうに書いていますが、どうしても繰越

が、繰越というよりいわゆる不用額が毎年出てまいりますんで、その不

用額部分を3億円程度見込むという形でしております。これはどうして

も不用額が出るもんですから、そういう処理をしております。そうしま

せんと、実際の会計処理上少し狂いが生じてくるということで、その処

理をさせていただいております。 

 それから、歳出につきましては、人件費、扶助費、公債費という形で

しています。投資的経費を見ていただきますと、19年度26億円という形

でありますが、21年度36億円という、ぽこっと出たところがございます

けども、あとは16億円とか14億円というふうな形で次第に減少していく

という形になっております。 

 差し引きでございますが、18年度当初4億5,000万円、それから19年度

当初3億5,000万円のいわゆる赤字であります。以下20年度から23年度に

かけて2億9,000万円、4億円、6億4,000万円、7億4,000万円という形で

一般財源の不足を生じるということであります。財源対策後の効果額と

いうことと、その下に財調の基金の取り崩しというものがありますが、

一応、19年度までは財調を取り崩すということで整理をしておりますが、

それ以降は財調を取り崩すということはしないということで、原則、現

在の段階では臨んでおります。 

 したがいまして、一番下の段階で19年度の6億7,100万円というのを継

続するという形であります。 

 そのさらに、枠の上の方、財源対策後の効果額でございますが、19年

度を見ていただきますと1億3,300万円でございますが、これは今年度の



150 

いわゆる合理化の効果でございます。それ以降、20年度2億9,000万円、

4億円、6億円、7億円という形で、これをいわゆる行財政改革の中でひ

ねり出していくべき財源ということになるわけでございます。現在の段

階では、これをどのようにしていくのか、これは一つずつ積み上げてい

く必要がございます。さらに、この金額をクリアできないということで

あれば、修繕費とか、各種の一般財源を使った事業等がございますが、

そういった事業を大幅に切り込んでいくというふうな方法で財源確保を

していく必要が出てまいります。 

 そうしますと、先ほど見ていただました主要事業の考え方も一部変更

をせざるを得ない。ですから、それを繰り返し、繰り返ししながら、最

終的には計画と財政との整合性をつくっていくという形になるものであ

ります。現在は、中間というところでの資料でございますので、そのつ

もりでごらんをいただきたいというふうに思います。 

○川角委員長    説明は終わります。 

 質疑はございますか。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  これは財政当局が後ろの分は出したんですね、当然、お伺いします。 

○川角委員長  答弁求めます。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長   この実施計画と財政推計につきましては、当然、私どもの企画課とそ

れから財政課、それから行革担当等中心にしています。各事業課の事業

につきましては、企画課が窓口になりましてとりまとめをさせていただ

いとるものであります。 

○川角委員長  答弁終わります。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  市長、残念ながら三次の分はまだ目を通してないということですが、

さらっと見てもそんなに重たいもんじゃないんですね、重たいもんじゃ

ないというのはあれですが、割合にわかりやすい書き方してあるんで、

これじゃあなるほど余り出しとうなかったんだろうなという気がします

けども、だから、できるだけそういう見やすいものに早く修正をしてい

ただいて、出していただくということが大事かなと。私も市長、夕べ寝

たのは2時ですよ、それはまあきのうも言い過ぎて疲れましたけどね、

私も。まあお疲れにならんように、適当に早めに見ていただいて、ぜひ

とも当局の担当者の指示をいただいて、ここまでやっとるんなら、その

ものを本当にきちんと一般に、そりゃもう三次市の分はホームページに

全部公開してあるわけですからね。しかも、16年からもう既にやってお

るわけですよ。 

 だから、部長5カ年と言われましたが、本当に5カ年がいいかどうかと

いうのは一つの疑問がありますけども、三次なんかは結果的には、今の

時点では5カ年まで見とる結果にはなるんですがね。だから、16年から3

年ずつやってきて、ある程度わかりやすいかなという気がしますんで、
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そこらはとり方にもよるんでしょうけども、長期になればなるほど見え

やすい分もあるでしょうけども、逆に不正確になるいう部分も出てくる

というふうに思いますので、そこらのバランスというのは当然あると思

いますんで、できるだけ早くこれを中間という形でもいいですから、三

次方式のようなわかりやすい形にして、出すおつもりがあるかないか、

再度お聞きします。 

○川角委員長    答弁を求めます。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  市の財政なり、または市が何を施行しているのかということを一番端

的に示すのはこの実施計画だろうというふうに思います。そういった意

味では、市民の皆さんにまず最初に提供すべき情報がこの中身なんだろ

うというふうに思いますので、市長の指示のもと早い段階で整理をさせ

ていただいて、わかりやすい形で出させていただければと、こういうふ

うに思っています。 

 以上でございます。 

○川角委員長    それでは、先ほど資料要求がありました、山本委員の方からあったも

のを先ほどお配りいたしております。 

 それで、これを簡単にひとつ要点説明を求めます。 

 小田自治振興課長。 

○小田自治振興課長  それでは、資料について要点の説明をさせていただきたいと思います。 

 地域振興推進員の活動ということで、前段部分については先ほど事業

計画等の中でお話をさせていただいた内容でございますので、後段につ

いて具体的にどのようなことを18年度、または19年度やるのかというこ

とで、その分について説明をさせていただきます。 

 白い丸で書いてある部分でございますが、1点目、住民自治活動に係

る職員指導ということにさせていただいていますが、私たちの職員が日

常的に辻駒さんのお知恵をお借りすることができる、そういった環境と

いうのが非常に心強いと感じております。 

 さらには、まちづくり職員研修の講師、昨年については職員の地域活

動へのかかわりということで2回職員研修の方しております。これ以外

に、外部講師として大学の教授、または研究機関の研究員等も招きなが

ら職員研修の方も進めているという状況もございます。 

 さらには、地域振興会等の住民自治活動への指導助言ということ。 

 それから、まちづくり委員会でございますが、委員長、副委員長会議、

または本委員会、または小委員会、それぞれすべての委員会に辻駒推進

員に入っていただいて、その中で相談指導をするという体制もとってお

ります。 

 さらには、市民フォーラムの運営指導ということで、これもまちづく

り委員会の中の小委員会でありますが、その中でどのような企画運営が

いいかということのご意見等もいただいているところでございます。 

 次のページですが、まちづくり出前座談会ということで、これは各毎



152 

月広報紙の方で紹介をしておりますけども、それぞれ振興会をお訪ねし、

その中で地域の活動というのも全体に紹介をする、この紹介をするとい

うのはいい活動であれば、地域全体にこういった全体が広まればという

ような意味合いも含めながら、広報の中でこれをしとるわけでございま

して、それに辻駒さんのコメント等も中に入れながら、地域の活動を高

めていくと、そういった形で出前座談会の方も実施をしております。 

 それから、各支所の地域振興課、これは直接的な窓口でございますの

で、地域振興課の方と連携をとらせていただきながら、そういった窓口

対応としての相談指導の方も行っているという状況でございます。 

 さらには、視察の対応をしておるという状況で、18年度についてはお

おむねこのような業務の中で活動をいただいたということでございます。 

 19年度におきましては、18年度に引き続いて今のような形の事業を展

開をしていきたいと考えております。関連でございますけども、振興会

の中ではまだまだいろいろな活動をするけども、一部の人の活動にしか

なり得てないんだと、全体に広がってないということの悩みというのも

お聞きすることもございますし、スポーツやらイベントだけでなしに、

やはり地域の福祉とか農地の維持、集落の維持も含めて、こういうのも

検討したいということも出ておりますので、そこらも辻駒さんのお持ち

の智恵というのも生かしていただきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○川角委員長  以上で説明終わります。 

 何か、これに対して質疑ございますか。 

 山本委員。 

○山 本 委 員    きょうのこと言うて、きょうは資料提供を求めたわけでございまして、

非常に無理であったかと思うんですが、もっと細かい資料提供を執行部

としてはしたい気持ちがあったと思うんですが、ちょっときょうのこと

に間に合わないというようなお返事をいただきましたんで、おおまかな

ことでもよいからということで、このような資料が出たわけでございま

すが、大変この段階でお礼を申し上げておきます。 

 私が、思いますのは、辻駒さんが一生懸命このように活動しておられ

ることは非常に敬意を表すわけでありますが、やはりこの予算の組み方

の中で、やりは常勤と非常勤という考え方で、皆さんもご承知のように

常勤いうたら毎日一定の時間において勤務するのが常勤でありますが、

非常勤ということの中での報酬ですね、これがやはり一般の方から考え

たときに、やはり少し群を抜いた取り扱いというように見られがちです

し、当然見てると思うんですね。 

 だから、そこらをやはりしっかり活動をいろいろされとるということ

になりますと、そのような予算組を少し、例えば保育所の所長さんとか、

あるいは図書館の館長、学校給食センターの所長いろいろありますが、

そこらの常勤の者と、今の辻駒さんの非常勤ということになりますと、

ちょっと市民は私は納得されないと思うんですね。そこで、やはり非常
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勤報酬をもう少し出し方を考えて、それ以外にいろいろこれを見ますと

市内と市外との方へのいろいろな講師とか、あるいは指導に行かれると

いうのもあるようでございます。それはそのような枠組みの中で考え方

をして、それに費用を出されるというような仕組みでも考えられれば、

それ相当のことが私は市民も納得できるんだろうと思うんですが、そこ

らを考えてやられるべきではないかと、こう私は感じております。 

 こうして資料を出してもらいましたけども、本当はまだまだ詳しい月

ごとのいろいろ活動をされとるものがあると思うんですね。長時間、1

日本当に体を冷やしていろいろやられた分もあるだろうし、また、速や

かな簡単で済んだ地域のあれもあると思いますが、そこらをやはり実態

がわかればなおさらいいと思うんですが、この深い中身につきまして、

やはり適切か、適切でないかというのは、やはりもちろん監査委員さん

の方も今後考えてもらう問題も私はあると思いますので、私の考え方と

いたしましては、そういう考え方で意見を述べさせてもろうたというこ

とでございます。 

 はい、終わります。答弁ええです。 

○川角委員長  はい、ほかに質疑ございますか。 

 杉原委員。 

○杉 原 委 員  2点ほどお尋ねします。説明資料に基づいてお尋ねをしてみます。 

 支所別懇談会を今年も持つようにしておられますこと、これはまこと

に大事な取り組みであろうと思います。そうした中で、これまでずっと

やってきておられます中で、市民の方が言われますのにね、市民の意見

を申す時間をもうちょっと持ってもらいたいと。説明は当然聞かにゃい

けんわけですが、市民の方から意見を、いわゆる質疑、意見ですか、そ

ういったことの時間をもうちょっと長う持ってもらたいというのがね、

上がっております。そこらをひとつ考慮してもらいたいと思います。 

 それと、交通対策について生活バス路線の再編及び路線の確保とあり

ますが、1億1,000万円ぐらいの予算で今年も、去年も再編されて、さら

に今年もされることについて、何かこれは課題があることについてやら

れるわけですが、今までの課題と今後の取り組みについて、それからま

た、予約乗合タクシーも好評だということも聞いておりますし、報告も

受けておりますが、今年もまた取り組んでいかれると思いますが、この

2点について具体的な取り組み方についてを伺うものであります。 

○川角委員長    2点ほどあったと思うんですが、答弁を求めます。 

 竹本企画課長。 

○竹本企画課長  まず、支所別懇談会の実施方法について検討ということで、確かにお

っしゃるとおりで、議員ご指摘のとおり、住民の方から市民が直接質問

したりする時間をもっと設けてほしいという声も多くあることも承知し

ております。そういった中、19年度等については、そういった市民が意

見、質問等する時間をより多くするような形で開催をしていきたいとい

うふうに考えております。 
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 ただ、この間の支所別懇談会の、この間やらせていただいたわけなん

ですが、17年度、18年度に比べてもだんだん市民の方の参集等も多くな

ってきとるという実態もありますので、そういった中の時間をより多く

さいた対応を検討していきたいというように考えております。 

 もう1点、交通対策の今後の考え方というご指摘だったと、質問だっ

たと思いますが、先般の総務企画常任委員会等においては、このバス路

線再編についての当初予定していた成果は、残念ながら出てなかったと

いうことの中で、今後の方針等については一定の方向等も一つの検討材

料として提起させていただきます。 

 そういった中、経費削減等に対策の案としては、路線分類の見直しと

か、全体的に可能な限り生活圏のある地区を直通で結ぶような直通便の

再編、または運行回数の見直し、そういった中では土曜日の運行をどう

考えるか。また運行経路、この間乗客等の少なかった路線についてどう

考えるか。そういった運行経路の見直し、さらには経費削減等を含めた

いろいろな手法等、備北交通等とも協議する中で対応を考えている。そ

ういった思いを大きな柱として考えております。とともに、予約乗合タ

クシーが、議員が先ほどおっしゃられたように、一定の定着も見ている

状況があります。そういった中、この予約乗合タクシー等のどういいま

すか、合わせて拡充、そういった方向も考え、全体的な再編の検討をや

らせていただく。 

 ただ、早くできるものについては、できるだけ早い時点でその改正等

も行う中、少しでも経費削減になるよう努めてまいりたいというように

考えておるところでございます。 

 以上でございます。  

○川角委員長  ほかに質疑ございますか。 

 亀岡委員。 

○亀 岡 委 員  説明資料の9ページに関係して、自治振興課、自治振興総務管理費の

中で県立広島大学連携事業ということで、百数十万円でしたか、中身は、

数字はよう覚えておりませんが、説明がありましたが、このことは私は

非常に今後の行政推進上、市民との関係において極めて重要な問題だと

思うんですね。これは、少年自然の家に関係するということで、プロジ

ェクトチームまで大学の先生を入れて構成してやっていくと。基本的に

は、これは非常に重要な施策であるという視点、観点に立ったときにこ

れが行われるということですね。ということは、市内に広範な行政分野、

いずれにしましても、重要でないとみなされるものはないですね。 

 今後、こういったプロジェクトチームまで構成して取り組みをされる

ことについては、今、申し上げましたように行政の公平性等から見ます

と、例えば、少年自然の家を、県のを抱き抱えて、市の行政にして取り

組むというのはいいんですが、この青少年の健全育成も農業が成り立た

んことには、この市の市民生活が崩壊したら、それさえ成り立たんよう

になるんですね。いうことからいいますと、農業政策は非常に大事なと。
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今後、農業が衰退していく中で、これをどうすりゃええんかいうのは、

当然プロジェクトチームをつくって、これも取り組んでいかにゃいけん。

さまざまな面で、この今回のこの少年自然の家を引き受けたということ

と同時に、こういう行政の取り組みというのは、全分野に適用していか

にゃいけんほどのもんなんですね。だれかがどうか言やぁええというよ

うな簡単なもんじゃないんですよね、この地域を今、維持していくのが

大変なんですが。農業なんかみすみす、広島県の農政は特に悪いですか

らね。大変な目に遭遇していかにゃいけんようになっているわけですが、

そういったことについて、この自治振興総務管理費として、ここへ予算

を組んで取り組みをされるということについて、基本的に今後の行政推

進上どういうふうにこれを、このことを考えておられるか、お伺いをし

ときたいと思います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  今回の広島県立大学との連携事業113万9,000円ほど組まさせていただ

いておりますが、この費用につきましては、冒頭課長が説明申し上げま

したとおり、まちづくり、えっ、・・はい、わかりました。 

 まちづくり委員会にかかわることでしておりますけども、市長がこの

間一般質問に対する答弁でもお答えのように、いわゆる農業の企業化と

か、または農業へのいわゆる企業が農業へ参入すると、こういったこと

というのは非常に安芸高田市の農業を多様化させるという意味で非常に

大切なことなんだろうと思います。当然、女性や高齢者が産直市等を活

用して日々のやはり生活の糧を稼いでいくということと同時に、そのよ

うな企業的な所得をしっかり稼げるようなやはり農業も一方では展開し

ていくと。さらには、営農集団等々がこういった企業と連携をしながら、

食品の原材料等を生産をしていく、供給をしていくと、こういった多様

な取り組みが必要なんだろうというふうに思います。  

 そういった意味では、県立大学の持っていますこういったノウハウは

ぜひ活用したいものだというふうに思いますし、一方で県立大学はご案

内のように、金融機関とも連携を持っています。今、金融機関が農業は

おもしろいということで、企業の農業への参入という形での取り組みも

しておるようでございますので、そういった橋渡しも県立大学には期待

ができるのかなというふうな思いがしております。 

 そういった意味で、自治振興課が県立大学との窓口になりますので、

そういう幅広い視点を持ちながら、各部への働きかけや連携に努めてま

いりたいというふうに思います。 

○川角委員長  続いて、質疑を受けます。 

 青原委員。 

○青 原 委 員  先ほどの杉原委員の質問の関連なんですが、支所別懇談会ですね、こ

れは各支所で懇談会を開かれる重要な懇談会じゃなかろうかのというふ

うな思いがしておりますね。市民の声が直に聞こえるというような流れ
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の中で、議員我々も全部行きゃあええようなもんですけど、なかなか時

間がとれんかったりして行かれん場合があるんですね。 

 そこで、恐らくこれは旧6町単位で終わりましたら集計をされると思

うんですね。そのことは去年も言うたような気がするんですが、集計さ

れて取りまとめをされた分について、広報に載るまでに、我々の議員の

方にお示しいただけりゃあ、ありがたいなというふうな思いがしとるん

ですが。それというのも、やはり出る前にどうだったんやというような

ことを市民の方から聞くんですね。そうすると、ちょっと待ってよと言

うて、行っとらんとこについては答えようがないですね。ほいじゃけえ、

やっぱりそういうのがあればね、このことならこうだったよ、ああだっ

たということも言えると思うんで、できれば、そういう集計をされたも

のをね、いち早く我々の方に示していただけないかなというお願いでご

ざいます。 

○川角委員長  答弁いりますか。 

 答弁求めます。小田自治振興課長。あっごめんなさい、竹本企画課長。 

○竹本企画課長    支所別懇談会の内容をできるだけ早く議員さんの方へもお伝え願いた

い、これは前回青原議員さんの方からも一度聞かせていただいたことが

あると思います。来年度につきましては、そういった中で集計等できま

したら、できるだけ早い段階で 議会の方にもお示ししたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

○川角委員長  答弁を終わります。 

 ちょっとお諮りしますが、まだまだご質問があるようでございますか。

あればちょっとここで休憩を、長くなりますのでとりたいと思うんです

が、どうしましょう。 

 それじゃあ、休憩いたします。30分まで休憩をいたして再開いたしま

しょう。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後３時１７分 休憩 

      午後３時３０分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○川角委員長  休憩を解いて、再開をいたします。 

 続いて質疑がございます。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  先ほど、財政計画の処理を出していただいたので、後ほどまとめてい

ただいてというお話はしたんですが、先ほどの時間の中で少し見ながら

何点かお聞きしたいところがありますので、聞かせていただきたいとい

うように思います。 

 8ページの財政収支見通しの中で、市長に1点お聞きしたいんですが、

22年度には財政調整基金を残してずっといってますけども、20年、21年

とすればほぼゼロになるんですね、もし足らん分を簡単に使えばですね。 

 だから、22年度以降は6億円ぐらいの一般財源の不足ということにな
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るんですが、ここらどんなふうに考えておられるんなかというのを1点

と、担当部長に具体的に、21年度あたりの投資的経費が倍額ぐらいにな

ってますよね。今の斎場とかあるいはし尿処理場の関係とか、し尿処理

はまた違う財源でしょうけども、そこらで大きな変動があっております

し、物件費はずっと同じように推移しておりますし、そこらも簡単に言

えば削減していくことも可能な部分もあるのかというふうに思いますし、

人件費もずっと、ずっということないですけども、1億円から2億円ぐら

い減ってますけども、そこら辺の簡単な背景というのが当然データとし

てあるんだと思いますんで、そこらを少し簡単でいいですから、お聞か

せ願いたいというふうに思います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

  〔「3年先にはお金が足らんようになるんで。」と呼ぶ者あり〕 

 児玉市長。 

○児 玉 市 長  この最後の8ページ目の表を見ていただきますと、下から5、6行目の

ところに差し引き、歳入歳出というのがある。これが結局△でずっと財

源不足が出てくるということです。それで、19年度の3億5,000万円のと

ろこは財調を崩して何とかその予算をくくったということでございます

が、財調もだんだんないようなってるということになると、これを見て

いくとずっと△が続くということで、この間もこの原案を見たときに、

こりゃまあ寂しいことになると言うて話を実際のところはしたんですよ。

よっぽど徹底した合理化をせんと、この財源不足は補えんだろうと、こ

ういう話をして、ここから知恵を出してこにゃいけんということになる

わけでございますが、私としては、やはりまだまたこの財源不足を補う

ような合理化を引き続いてせにゃいけんというように、今思うとるわけ

でございます。あとは担当部長の方からお話申し上げます。 

○川角委員長  田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  まず、歳入歳出の分で、投資的経費以外につきましては、お示しした

推計の前提でしておりますので、その考え方の中でごらんをいただきた

いと思います。投資的経費の関係でございますが、あくまでもこれは中

間の段階で、冒頭ご説明申し上げましたように、この赤が解消されない

限り、事業を繰り延べたり、または中止をするという前提がございます

ので、何らコンクリートではございません。まだ進行形のものでありま

すけども、投資的経費の中で21年度、20年度というふうなものが少し金

額が高くなっておりますけども、これは葬斎場とし尿の処理場、これが

ちょうどダブルでそこにかかってくるというふうなことで、金額的に少

し上がっているというところであります。 

 それ以外につきましては、事業の考え方に沿って一定の整理をしてお

るところでございます。 

 以上であります。 

○川角委員長  答弁終わります。ほかに。 

 熊高委員。 
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○熊 高 委 員    大体わかりましたんで、2、3年先ですが、すぐ来る話ですが、合理化

だけで本当にこれだけのものが解消できるんかなということですね。非

常に我々も視点を変えてしっかり見にゃいけんなという思いがしました

んで、やはりこういうのが大事かなという気がしますんで、早いうちに、

さっきも言いましたが、正確なものを出していただくようによろしくお

願いします。 

○川角委員長  関連ですか。 

 金行委員。 

○金 行 委 員    今の関連でちょっと1点お聞きしたですが、この分は中間発表できょ

う出していただいたんですけど、使わなくて節約するのもそれは大事な

ことですよ。だが、この分を見ると、歳入を全然下がっていってるいう

傾向ですよね。いろいろな要素があると思うんですが、この前も藤川副

市長が言われたように企業誘致などなど考えてどんどんやっていくとい

うこともあるので、そういう歳入の方も智恵を出していかにゃいけんと

思うんですよ。そこらを今どう考えておるか、簡単に1点お聞きします。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 藤川副市長。 

○藤川副市長  議員さん言われるように、歳入が簡単に言うても、なかなか簡単に答

弁できんとこが、今日の課題になっとるわけです。そこでいろいろと智

恵を出して頑張っていくしかないと思っておりますんで、よろしくお願

いします。 

○川角委員長  金行委員。 

○金 行 委 員  それは簡単にはいくもんじゃないですよ。何にも事業もせんにゃ、そ

の銭もいらんのですが、この歳入いうのはやはりその思いを全部の担当

課が思いをやっていかにゃあこれは伸びんということを僕は言いたいん

です。そりゃ、これを明日あれせえ、あこの会社を呼んで、トヨタを呼

んで、あこへ呼んで来いというてもできゃしませんが、その思いを肝に

銘じなさいよと言うたわけです、終り。 

○川角委員長  ほかに。 

 亀岡委員。 

○亀 岡 委 員  たびたび言うようですが、今も市長さんがなかなか決意のほどを示さ

れたんですね、徹底して合理化を進めていかなきゃいけん、これがその

合理化とはどういう形で、どういうような形の取り組みをするんか。 

 また、いつからされるんかですね。私はやはりもう今ね、今それを手

がけにゃいけんときに来とると思うんですよね。先で、死人がふえ出す

けえ、今やっとかんにゃ有利な起債はできんよ言うてやりよったらね、

起債の増額をどんどん無頓着に進めるとやれんのであって、今、やっぱ

り年間500万円から1,000万円をどうするんかというような真剣な、本気

でやはり考えていかにゃあね、言葉は立派なんですよ、安芸高田市の当

局におかれては、本当くどいようですけどね。そこら、どうですか。い

つから、その合理化を進めるんか。 
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 また、合理化とはどこなんか、市民の負担増が主な主流になるんか。

あるいはさまざまなやっていることを切っていくと。生活交通手段まで

切っていくというようなんが合理化の柱なんかと。そこらをまあまあ常

識的に事足りとりゃ、その分はやめようかいと、思い切ってというので

ないと、なかなか徹底して合理化にゃならんと思うんですよね。そこを

お伺いしたいと思います。 

○川角委員長  答弁を求めます。  

 児玉市長。 

○児 玉 市 長  合理化の方法にはいろいろな方法があると思います。先ほど、金行議

員ご指摘のように収入をふやすということも、我々も真剣に考えとかに

ゃいけんというように思いますし、また、出る方の節約もしてこにゃい

けんということで、やはりこれは総合的にやはりやってこんと、ここを

やりゃこれで完全じゃということはないと思いますんで、ご指摘のよう

に、総合的な観点で入る方と出る方の、入る方はふやす、出る方は減ら

していくいう、そういう努力を今からやっていきたいと思います。 

○川角委員長  亀岡委員。 

○亀 岡 委 員  負けんように立派な言葉で表現せにゃいけんと私は思うんですけどね、

本当に適切な言葉なんですよね。入る方もしっかりやっていかにゃいけ

んということもわかりますし、出る方を徹底的に削り込むといいんです

けどね、そこがなかなかうまくいかないのが今の地方自治体の当面しと

る最大の問題点なんですね。くどいようなのでもうやめますけどね、総

合的観点に本当に立って、今の局面から考えていくと、実行していくと。

このことを要望して、この分については終わります。 

○川角委員長  はい。続いて、今村委員。 

○今 村 委 員  例の今後の中間時における財政上の収支の見直しなんですが、短時間

でこれをちょっと分析するというのは非常に難しいかと思うんですが、

ざっと見たところ、大ざっぱなことが言えるのは、今年度あるいは昨年

度のあり方から見れば、やはり3億円から4億円ぐらいの差異があるわけ

です。トータル的には合うとりますが、中身の問題なんですね。具体的

に言いますと、公債関係で、例えば昨年度は約4億円、それから、今年

度はやはり4億5,000万円ぐらい多くなっております。 

 このことは、今後見たときに、今年度は義務的な経費が51％を占めて

いる状況の中で、今後2、3年の推計を見ますと、それがそれ以上の数字

になって、大きいときには55、6％のウエイトを占めるというような形

で、要するに固定費、もう固定化してきとるわけですね。それで、恐ら

く本当の経常収支比率は95％以上に今後なるだろうということは、予測

がつくわけです。それの中でこれから今度は出す方の勘定でございます

が、例えば職員の適正計画がこの表に反映されているかというと、それ

が読み取れんわけですね。 

 やはりそこら辺の施策展開とこれまでやってきた事業が、言葉は悪い

んですが、この5年間の計画なら計画の中であったものが、随時年次的
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に行われてきたんならいいんですが、例えば今年の場合は、少年自然の

家であり、昨年度の場合は、例えばみつや保育所あたりの、新規の事業

がぽっぽっと出てくるということが、この計画とその具体的な施策とち

ょっと違う形になって出てきとるというふうに思うわけです。 

 いずれも重要な事業なんですが、そこら辺の長期的な考え方に基づい

た施策展開との絡みについて今後はどういうふうにお考えなのか、そこ

ら辺のご意見をちょっとお聞きしておきたいと思います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  ご指摘の点は、いわゆる実施計画なり財政計画に基づいた事項の執行

と、それからどうしても予定せざる事業等が出てくるということの整合

性の問題だろうというふうに思います。まずは、財政推計をにらみなが

ら実施計画をやはり実施できるという確信が得られる、そういったやは

り制度で高めていく必要が一つはあります。これはぜひやり切らないと、

ぐらいだろうというふうな形のものでは、多分今から非常に厳しい環境

になってくるんだろうというふうに思います。 

 一方で、そういう行財政の運営をしながら、予期せざるそういった事

業が出てくるという状況になってきましたら、財政運営の観点から言え

ば、これだけ厳しい環境であれば他の事業を延期をするとか、状況によ

っては不急不要なものは中止をするとか、そういったことを含めて、そ

の年度その年度で的確にローリングをかけていくと、こういった手法で

乗り切る以外に方法はないんだろうと思います。当然、そのときの環境

であったり、変化であったり、または外部からの要請であったり、状況

によってはやはり市長の政治的な判断であったり、そういったものは

往々にしてあるべきものだろうというふうに思いますんで、それを廃止

することは当然できませんので、そういった考え方の中でやはり整理を

していくべきなんだろうというふうに考えております。 

○川角委員長  今村委員。 

○今 村 委 員  これからの計画の運営のあり方の問題になるわけですが、そういった

形で情勢は刻々と変わるし、大きく変化してくる状況にあるわけですね、

ここ2、3年の間、特に。そうすると、今は中間という形でございますが、

ローリングの幅をやはり年次的に市民の前にやはり表現をしていくとい

うことが私は必要だろうというふうに思うわけです。そこら辺について

のお考えを改めてちょっとお聞きしておきたいと思います。 

○川角委員長    答弁を求めます。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  計画の管理の問題だろうというふうに思いますが、今回の計画は19年

度をいわゆる初年度として、23年度までの5年間であります。で、来年

は20年度を初年度として24年度までの事業をローリングして整理をして

いくという形でずらしていく形になります。で、そうしませんと、5年

間で5年目は、先はローリングはないわけでありますね。そういうふう
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な手法でローリングをかけていくことになりますので、そういった意味

では、先ほど申し上げましたような手法をとりながら、年度年度、5年

先、5年先を見ながら整理をして行財政の運営をしていくという形にな

るというふうに考えております。 

○川角委員長    ほかに、質疑は。 

 岡田委員。 

○岡 田 委 員    部長、なかなかええ事をさき話をされたんですが、この資料が出て、

具体的に見直さないといけんところは見直さないといけん。今年からや

らないといけん、全くそうでしょう。この連結決算がいつ、普通会計だ

けでなしにね、政府がいつからこれに基づいて自治体へ、政府はいつや

ってくるかわからんけえね。その分の視野も入れとかないといけん。 

 ただ、収入も、これを考えないといけん言うて、これが難しい言うて

副市長言われたが、これを考えないといけんが、ふえたら片方減るよう

になっているけえの、地方自治体は。ふえたらええ言うて喜んでおられ

んところに、困ったことに末端の市町村はそういう関係にあるわけよね。 

 だから、ふえた方が自主財源が確定するのは間違いないですが、片方

や減らされると、ここも頭に入れていないといけんときですから、そり

ゃうちの市は大変ですわ。担当課の者も市長さんも大変です。 

 ただ、合併前から決めとったんで、やらないといけんというばっかり

言いよったんでは、今の部長の説明と合わんですわな。確かに行政も動

いとるんです。政府の指導もどんどんペースが早ようなりよる。その方

の政府のところを飛べいうのは難しいですから、今年の参議院選挙ぐら

いで国民がどうかしないと動きはしませんが、方向性は間違いなしに早

いんですよ。児玉市長の今までの行政経験がおありですから、その点は

私よりよっぽどたけとってでしょうが、スピードが早いものは未知数で

すからね。 

 そこらのとこの市長さんの考えもあわせて、担当部長の考えもあわせ

て、お聞きしたいと思います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 児玉市長。 

○児 玉 市 長  ご指摘のように、合併後急速に、この世の中の仕組みというんですか、

世の中が、特に財政の面については変わってきつつあるということは岡

田議員ご指摘のとおりであります。それに対応して、我々も今どのよう

にしていくかということで協議をしておるわけでございます。 

 しかし、実際に、ほいじゃ何もせんでもええかいう問題も行政しては

あるわけですよね。ですから、やはり厳しい財政の中でもやはりやるべ

きことは、幾らかはやって通るということでないと、進歩がないという

ことがあるんで、そこらのあんばいこばいをね、今後、ご指摘のとおり

考えていく必要があろうと思います。 

○川角委員長  続いて、質疑を受けます。 

 明木委員。 
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○明 木 委 員  この前から言わせていただいているんですけど、ＩＳＯを取得した方

がいいんじゃないかということですね、以前も話をしたと思うんですが、

それはなぜかと言うとですね、きょうの資料に対しても日付が入ってな

いんですよ。文書管理上のことを言いますと、これは絶対日付が必要な

わけですよね。この財政計画、いつつくられたもんかわからんというの

があるわけですよね。やはり資料にはちゃんと日付を入れていただきた

いと思うんですよ。それはぜひ実施してもらえるかどうかということを、

まず1点聞くことと、市長、今の答弁で言われたんですけど、確かにこ

の合併してからということだったんですけど、この状況というのは、世

界的な経済を見ていると絶対に起こり得ることが考えられたわけですよ

ね、合併以前から。非常に厳しい財政の中で、合併の特例債を使って、

いろいろな事業が本当に必要なのかというようなこともいろいろ議論さ

せていただいたと思うんですけど、実際にこれを見ると、厳しいのは、

今年19年度で市長の任期は切れますけど、次の市長になられる方が本当

に事業ができるのかなというのが考えられるわけですよね。そのあたり

はどのようにお考えでしょうか、市長は。 

○川角委員長     児玉市長。 

○児 玉 市 長  我々は、行政が先般も言いました継続しておりますんで、やはり財政

を見ながら智恵を出し合ってやらにゃいけんことはやっていかにゃいけ

んと、このように思うわけでありまして、何もかにも全部やめてしもう

た、もう何にもせんということは行政としては使命が果たせんというよ

うに思いますんで、財政の許す範囲内でのやはり事業はやっていく必要

があろうというように思います。特に、福祉とか教育というのは幾ら財

政が厳しくてもやらないといけんものもあるわけであります。 

 そういう点でのかなりの、ご存知のように福祉の面の負担が、国も医

療費で大変困っとるんですが、やはり末端の自治体も、そういう点は金

のない中でやはり福祉もやらないといけんというようなことがあるわけ

なんで、嫌がられんとこもあるということです。建物を建てるのは、そ

れは財政の状況を見ながら、今後2年残るとか、3年残るとかいう方法は

あると思いますが、市民相手に要る金というのはどうしても要るように

なりますんで、そこらを今後我々も十分検討しながら、行政を進めてい

きたいと思います。 

○川角委員長  田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  資料に日付がないというご指摘でございますが、急遽作成した資料で

ございますので、そういった手抜かりがございますけども、今後はそう

いったことがないようにしたいと思います。 

○川角委員長  ほかに質疑ございますか。 

 亀岡委員。 

○亀 岡 委 員  ちょっとこれ、財政収支見通しの中間発表、これをつくられた中にね、

さきもありましたが、依然として△のフローが続いていくということに

なるということの中で、ここではまだ学校の施設の更新とか、そういっ
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たようなことはまだ推計の中に入ってないんでしょう。それで、それが

始まってくれば、23年度以降も、主要には文部省関係の直轄事業ですが、

超過負担がどうしても伴うというようなことから考えますと、やはり新

たにそういった面も依然として少なくなっていかないように、むしろこ

ういった状況が続く要素はなかなかなくならないと、当然のことじゃあ

りますが。 

 今度、逆に例えば統合施設にしたりしますと、基準財政需要額は落ち

てくるというようなこともありますので、お尋ねしてみるんですが、そ

こら、これにはまだこの段階じゃ入っていないんですよね。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  この段階では、保育所、小中学校等の統合の問題については入ってお

りません。ただ、ご指摘のとおり、後半になるほど赤字幅が大きくなっ

てくるという傾向がございますので、そういった意味では、先ほど冒頭

申し上げましたように、行財政改革の成果はここにまだ入っておりませ

んので、それを入れ切って、その後、財政の均衡を見ながら、今後どう

するかという議論は当然起こってくることだろうというふうに考えてお

ります。 

○川角委員長  答弁を終わります。 

 続いて、入本委員。 

○入 本 委 員  全体にまだ統一されてない項目が全市旧町を引き継ぐケースがあろう

かと思うんですよ。その中で、1点指定管理者施設の中で資料をいただ

いとる中で、自治振興部の分の中で、10項目の中に振興会の拠点地域で

すよね、ここには美土里と高宮しか、10点しか載ってないんですよ。そ

れで、金額も32万4,000円とか、多いのは59万4,000円、やはりここらの

統一性とか、あとの4町はないのかどうかというのもあったりするわけ

なんですよ。そのあたりについてのね、あの・・。 

○川角委員長  ちょっと、今の資料の分を。 

○入 本 委 員   資料、これもろうとるじゃないですか。 

○川角委員長  きょう、配った分ですか。 

○入 本 委 員  きょうか、いつか知らんよ、指定管理の施設の関係ですよ、自治振興

部の。 

○川角委員長  はい、続けてください。 

○入 本 委 員  まず1点、この10の北から房後までの分ですね、美土里と高宮しかこ

こにないんですよ。それで、これは旧町引き継いだもんだろうと思うん

ですが、これについての説明をお願いします。 

○川角委員長  田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長    各種の集会所につきましては、まず旧市域全体にかかわるそういった

集会施設につきましては直営で、大字であったり、または振興会等を単

位にして、そこの拠点になるような施設につきましては基幹集会所とい

う位置づけをやって指定管理者制度、そして、老人集会所でありますと



164 

か、そういったいわゆる常会、数常会が集まっとるような集会所につき

ましては、これは基本的には直営でと、こういった方針を出しておりま

す。ただ、現在の段階では、基幹集会所に関して申し上げますと、準備

ができて指定管理者制度に移行している集会所と、それからまだ地元の

準備ができないで直営でしておる部分がございます。 

 そういったことで、現在では、限られた旧町の中で指定管理、その他

については指定管理はされてないということでありますが、いずれにし

ましても、今年度、来年度という中では統一した管理の手法へ移行して

いかなくては市内のバランスがとれないんだろうというふうに思ってお

ります。 

○川角委員長  答弁終わります。 

 入本委員。 

○入 本 委 員  統一するものは何と何をされるんですか、内容は。 

○川角委員長  答弁求めます。 

 新川総務部長。 

○新川総務部長  この集会施設のことにつきましては、1月22日であろうかと思います

が、市議会のこうした議場の中、全員協の中でちょっと資料等でご説明

をさせていただいとるところでございます。基本的に、先ほど来からご

指摘いただいとりますように、田丸部長の方から基本の骨格のご説明が

ありましたが、このことにつきましても、行財政の改革の一環の中で取

り組みをさせていただきたいという考え方を持っております。現行では、

基幹集会所等がそうした指定管理等にありますけど、一部入いてないと

いうようなものもございます。 

 それと、地区集会所ということで、地区の中に準基幹集会所、いろい

ろそうした自治会組織等に指定管理することが望ましいのではなかろう

かというような施設もございます。もう1点は、地区集会所の中に小規

模地域集会所というのがあります。このことも補助事業等で建築をいた

しました施設等でございます。基本的には、この小規模地域集会所につ

きましては、管理主体については地域の方へゆだねていきたいというよ

うに考え方を整理いたしております。 

 それと、小規模の地域集会所で300万円の助成措置で建設をしており

ますものは、当然地域の自主管理ということでありますけども、基本的

には施設管理条例にあります基幹集会所と準基幹集会所というものを、

指定管理の方向へ持っていかせていただきたいというように考えており

ます。当然、このことにつきましても十分ご説明をし、ご理解をいただ

くということでございますので、本年度におきまして、そうした事業推

進の方を、各これは関係部ともこうした施設を全部所管をいたしておる

ところでございますので、連携をとりながらそういう方向に取りまとめ

ていきたいと、指定管理するものは指定管理、また、地域へ管理主体を

全部ゆだねるものはそのようにさせていただきたいというように考えて

おります。 
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○川角委員長  答弁終わります。 

 入本委員。 

○入 本 委 員  される場合は、ずっと旧町のままが引きずって、ローリングをかける

かけると言いながら、統計的に見ると片寄った町になって、公平さがな

いということがあります、ほかの部に関してもですね。だから、一部で

は、全体にすれば平になるかもわかりませんけど、やはりこういうもの

は委託についてもこれの資料は指定管理のと、このたびの補助金のとか、

負担金、それから委託料、非常に見にくい資料になってますんで、こう

いう指定管理制度のようにまとめてもらえばわかりやすいなと思います

んで、そこらあわせてお願いしたいと思います。 

 それで、次の課題ですけど、補助金ですけど、振興部に当たりまして、

減額になったのが地域事業団の補助金と、美土里出身者の会への補助金、

これが大きく減額になっとるのと、それと、私が1点気になるのは振興

会補助金の2,400万円と1,800万円ですが、やはり振興会が不安にしてお

られるのは、これがいつまで続くんだろうかと。まあ続くだけ続くんよ

では、これはまた無責任過ぎるんで、やはりこれらもやはり5年、10年

と区切ってあげないといけないんではないかと。 

 それから、特色ある地域事業補助金は、これは今のようにある程度自

由に地域がまとまって基金でもしてでも、これは給付にして、そういう

発想を思い切った発想で、単年度予算的な発想ではやはり地域も思い切

った事業ができないです。消化、つまらないところに使ってしまうとい

うケースもあるみたいなし、残すところもあるみたいなんです。やはり、

そこらを今回大学というのもありますんで、そこらのあたりをうまく使

って、地域をウォーキングして、それから、産業を見つけ出すという発

想がいると思うんですが、その経費の問題等、さっきの二つの補助金の

減額についての説明をお願いします。 

○川角委員長  答弁求めます。 

 竹本企画課長。 

○竹本企画課長   まず、補助金等の減額という形の中で、地域振興事業団の補助金が減

額になったことについてという質問が1点あったと思います。この地域

振興事業団の補助金がこの間、自治振興部企画の方の外郭団体補助の方

に組み入れとったわけですが、今年度当初の説明でも少し触れさせてい

ただいたんですが、教育委員会の方で教育施設の指定管理という方の予

算替というような形の中で、指定管理委託料の方で対応させていただい

ております。 

 もう1点、美土里出身者の会の補助金でございますが、確かに18年度

が21万8,000円から、今年度10万9,000円というような減額という形をさ

せていただいています。これは補助金等の諮問等の中で地域限定の事業

であり、また、この美土里出身者の会の補助金、会の運営自体が本来期

間限定的な要素もあるという形の中、出身の会とも協議する中、これは

一定廃止の方向で今は協議をさせていただいています。 
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 そういった中、19年度激変緩和という形もないんですが、一応、そう

いった減額の中で次年度はお願いしたい。最終的にはもう廃止の方向で

協議を進めていきたいというふうに考えております。 

○川角委員長    以上ですか、はい。 

 小田自治振興課長。 

○小田自治振興課長    地域に対する活動支援、財政的な支援のあり方でございます。 

 現在は、活動支援助成とそれから事業支援助成ということで、特色あ

る地域活動にということで、その二段階のような形でそれぞれ助成をさ

せていただいておるという状況で、活動支援助成については、比較的地

域の裁量に合わせて活動を展開していただくということで、かなり裁量

の幅は広い活動助成として考えております。 

 さらには、事業支援助成、この特色ある地域づくり活動への助成につ

きましては、それぞれ地域の課題を解決するという意味で、それぞれ計

画を立てていただく中で事業を展開していただくというような活動費用

ということでとらえておりますけども、この財源についていつまでもと

いう、続くのかということもそれぞれまちづくり委員会等の中でもご意

見をいただくことがございますけども、この財源については、やはり財

政状況等も踏まえながら、検討をさせていただくということもあろうか

と思いますけども、さらには、現在それぞれ振興会の方で動きがあるの

は、自主財源というのも確保する必要があるということで、それぞれ会

費、または賛助金というような形で、住民の方々からそういった費用を

出していただくような流れというのも現在動き始めているという現状だ

と思います。 

 以上でございます。 

○川角委員長  以上で、説明は終わります。 

 入本委員。 

○入 本 委 員  だから言うように、期限を切ってあげないと、振興会自体が不安にな

ると。自主財源でやれ言うんならやれと、これが政策だろうと思うんで

すよ、財源がないから、今年はないけえ終わったとか。やっぱり3年先

で終わりますよと。あとは自主でやるんですよと。これが先ほどから中

間報告に出たいうことでしょう。 

 だから、数字で話をしましょうやというのは、そこなんですよ。すべ

て数字からこの事業が成り立っとるわけでしょう。そうすると、何年ま

でにしますよとか、何ぼは何しますよと。数字でせんと、言葉でやった

んでは不安になるから、数字でお互いに議論しましょうやと言っとるわ

けですよ。だから、今のような答えじゃなしに、財政の状況を見ながら

じゃなしに、財政があろうとなかろうと、市民の皆さんは3年間守って

あげますと。その後はわかりませんというふうに、自立してくださいと

か、そういう答弁を期待しとるわけですよ。単年度をそういう問題があ

れば、3年計画であったら3年計画、単年度でなくて3年計画でいいです

から、基金として事業計画立ててください言うたら、行政がしないとい
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けんところを地域住民がボランティアで、材料代だけで、道具を借りに、

地場産業のを借りながらできるんですよ。 

 だから、私はそういうところを幅広くしなさいと、書類ばっかし求め

るのでなくて、もう少し大きい目で見たらどうですかと、そういう考え

はないですかと。そしたら、そういう考えはないんならないでいいです

から、答えてくださいと言いよるんですよ。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  振興会への2通りの助成がございますが、今の段階で期限を付す考え

方は市長には私はないんだろうというふうに思います。ただ、今後、環

境が変わってくることは考えられますので、その時点で、例えば長期総

合計画の後期の基本計画を策定する時点であるとか、そういうふうな節

目節目の段階で、総合的な判断が多分成されるだろうと思います。その

段階で、今、議員がおっしゃったような形でのいわゆる何年にはやめま

す、何年にはどういうふうに減額しますと、こういう形で打ち出される

というふうなのが通常だろうと思います。現在の段階で、減額について

議論する段階ではないというふうに思っております。 

 以上であります。 

○川角委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  今のような結論を、部長決裁でもうできるんですか。私は市長が答え

る答弁だと思ったんですが、部長決裁でそこまで言い切って、今後の計

画ができるんですか、市長。 

○川角委員長  児玉市長。 

○児 玉 市 長  私が言おう思いよったことを田丸部長が先に言うてしもうたんで、こ

れはやはり政策の補助金でございますので、やはりこれは自治活動を軌

道へ乗せるためという大きな政策があるわけであります。その政策の補

助金ということでございますので、私は普通の補助金とは違うというよ

うに考えております。 

 したがって、本年もこの自治振興というのは政策の、一つの大きな政

策だから、これは減額はしないということで、私からも話を申し上げて

る。しかし、議員ご指摘のように、いつ軌道に乗るかというのはまだ見

極めができませんが、やはりこれはある程度軌道に乗ったかなというと

きには、順次減額をして、自立を求めるという方向であろうと、このよ

うに思いますので、その時期がまだ見通せませんが、これも15年も20年

も続けていくよりか、順次やはり自立していけるような補助金に減額を

していく必要があろうと、このように考えております。 

○川角委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  きょうもトータルで話をしとるとき、当初に新聞にどうこう言うて、

市の目玉と言いながら、全くこれに対する愛情というの先ほど辻駒さん

の問題でも先が見えないからとか、これでもまだ今の状態でせめて先が

見えないということは、2年なら2年、3年なら3年という期限を勇気を持
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ってやらないと、市民は不安になりますよということを言っとるんで、

そこらの強い姿勢で、トータルで言ってもらわないと、スポットじゃな

しに、きょうの会議の中では、新聞から始まって、辻駒さんに始まって

ここに来たんですよ。 

 そうすると、やっぱり任せてください、3年はという答弁が聞きたか

ったんですが、終わります。 

 次に、パーキングのチケット販売機なんですが、これは投資効果を認

めないと思うんですが、何でこういうむだなことをするんですか。それ

についての説明をお願いします。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 竹本企画課長。 

○竹本企画課長  自動発券機の投資的経費とあとの維持管理経費ということだと思いま

すが、そういった感じの中で、まず利便性の向上を図るという1点があ

ると思います。それが先ほど言った中で、この間は各支所または本庁の

企画課の方に、どこどこの駐車場を借りたいと言ったら、何番にとめて

ください、車種はどういったものですか、お名前は、住所はという確認

のもとにとめていただきます。そうして、それに対して納付書を送って

というような形で、また料金を納めてもらう。そういった事務的経費も

かなりかかっています。 

 そうした中、1区画1日借りるのに310円という形の一時利用料、そう

いった中を人件費的な経費等がかなりかかっていく状況もあります。実

際の封筒、切手代等の課題、そういった状況を含めまして、全体の経費

としたときには、投資的経費は1カ所あたり240万円程度でございますが、

トータルの中では一時利用、そういったまたは利用料をふやすというこ

との中で、経費等においてはペイできるものと考えております。 

 以上です。 

○川角委員長    答弁は終わります。 

 入本委員。 

○入 本 委 員    ある町では、シルバー人材センターまたは老人の方が、庁舎の利用者、

受益者からその利用のお金を老人会の必要経費として運営されとるとい

うケースがあるんですね。そうすると、車の番もできて、お金ももらえ

て、それから確かに利益とすれば市には少ないかもわかりませんけど、

そういう環境もつくることができるんですが、そういうことをした上で

ね、やはり働き場所を提供するという、そりゃ200万円が1年で済むかも、

維持管理費のことを言うたらですね、年間200万円だったらその利益は

出るわけですから、そういうふうな形で、私は機械よりかは今の高齢者

の窓口を設けてあげて、ボックスを設けてあげてね、交代制で年間100

万円でやりませんか言うた方がよっぽどか、私は管理がいいと、機械に

頼るというのはいかがなもんかなと私は思いますが、やられる言うなら

やってもらってもしょうがないです。 

 その次に、やはり企画課というのも、私よく見ると三セクが絡んどる
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んですね。三セクが絡むということは、機構改革の中でやはり産業振興

課の中にも商業部門が、商工業があって、だけど、残念なのは、中間報

告の中に、ここの入湯税なんかが横ばいいうて書いてあるんよね。多分、

ゴルフ利用税も横ばいというふうになっとるんじゃろうと想定するわけ

ですが、まあ右上がりにするためにはどうすりゃええんかいうことぐら

いはね、ここら寂しい、まあ中間じゃけえ、これは直す言われりゃそう

かもわかりませんけど、やはり企画産業課というぐらいの名をつけて、

やはりここで利益を発生するためにはどうしたらいいかという、皆さん

方が企画されたものを実践されて、それが売上、活力に結びつく。そり

ゃ確かに自治振興課でも、今のマネージメントという、コミュニティマ

ネージメントというようにあったようにですね、やはりそこらもやって

終りでなくて、やったら財を生むチャンスが十分にありますんで、その

あたりの発想という、このたびの機構改革に対してはそういう企画した

ら何ぼの投資効果を出すんだという位置づけの後、運営する者がチェッ

クする者がいると思うんですが、その点についての考えを伺います。 

○川角委員長   答弁を求めます。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長  今、議員がおっしゃられたいわゆる成果を、コストを含めてチェック

をするというのがいわゆる事業評価でありますので、そういった意味で

は19年度からこうしたことを導入するということでありますので、それ

を一つ一つの事業に対してのこういった評価、評価の結果とすれば施策

そのものの評価につながって、そして、将来的にはいわゆる長期総合計

画の改定等々においては、そういった評価に基づいたやはり見直し等が

行われてくると、こういう形になるんだろうというふうに思っておりま

す。 

○川角委員長    答弁終わります。 

 入本委員。 

○入 本 委 員  今のような広島大学と言いましたけど、やはり地元企業の有識者もま

じえた企画の場合は、非常に大事だと思います。そういう面では、そう

いうまたこれ、他市のことを言うて悪いんですが、安芸高田市の健全化

に向けて智恵を貸してくれる、ボランティアで智恵を貸してくれる実業

家やら団塊の世代の人がおってんですよね。やはりそこらをリ―ダーシ

ップをとって、やはり全体でまちづくりをしようという、特に幾らも智

恵を借りる場所があるわけですよね、この企画自治振興部は、特にね。

農業もまた出て、福祉もまた出てくるわけですが、特にそういう面では、

活力のある元気のあるまちづくりには、そういうところがいると思うん

ですが、そういう広島大学だけよりか、実践で戦後を戦ってこられた人

の人材も活用するという、そういう公募型が必要だと思うんですが、そ

ういうプロジェクトまで、官民でやっていくという気持ちはどうでしょ

うか。 

○川角委員長  答弁求めます。 
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 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長    基本的には、今からのいわゆる行政の運営なり、またまちづくりとい

うことの中では、多様なやはり皆さんからのご意見を伺いながら、施策

形成をしていくと、こういったことが当然必要なんだろうという認識は

持っております。 

 ただ、今回、情報化の懇談会をオール公募でさせていただきましたが、

その運営には大変困難さも伴っているのも事実であります。そういった

意味では、特に公募につきましては、議論をしていただくやはり中身と

いうのはある程度にらみながら、公募もかけていかないと、何でもかん

でも公募ならいいという考え方はなかなか管理運営上、難しい面もある

んだろうというのがこの間の経験であります。 

○川角委員長    入本委員。 

○入 本 委 員  もう1点、非常にわかりやすい数字の各町の祭ですね、やはりこれら

も数字を聞かれたら少ないところはやはり不平、不満を持ってるんです

よ。やはり評価基準ができてないと、やはりここらもきょうのあしたに

はできませんけど、やはりここからも来年度にはこの評価基準で、吉田

の200万円を基準にした場合は、よその点数が何点ですから何ぼになり

ますよというような、それで吉田を150万円をさげたら全体がこうなり

ますよという、そういう評価基準を設けてあげる、説明できるようにや

ってもらいたいと思いますが、その方は今年度でできますかね。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 田丸自治振興部長。 

○田丸自治振興部長    事業評価の制度を1年目、2年目、3年目ということの中でどのように

していくかということが一つかかわっているんだろうと思います。で、

残念ながら、安芸高田市のいわゆる業務の個々の職員さんの執行の手法

というのは、現在においてもすべての職員さんが、個々の事務事業につ

いて目標設定をし、そして、それに対して工程表をつくり、みずからが

管理すると同時に上司である係長なり、課長がチェックをしていくと、

こういった管理体制が十分とれているとは思えないところがございます。 

 そういった意味では、議員がご指摘をされました、直ちに点数化をし

て、個々事業を評価をしていくということには一足飛びにいかないのが

現実なんだろうというふうに思います。そういった意味では、まずは今

回の祭で言えば、経費として共通的な部分と、それから、その地域特有

の部分と分類をしながら、くくって共通項でくくっていくというふうな

手法をとりながら、まず標準化をしていく。 

 つまり、その事業の点数による評価ではなしに、そういった手法でみ

んなが平等、公平な取り扱いを受けているんだねという形での、まずは

整理にいくんではなかろうかと、こういうふうに考えております。 

 そういうことの中で、そういったことが19年度できるか、できないの

かというのが事業評価の目標になってくると、こういう段階ではなかろ

うかというふうに思っております。 



171 

 以上であります。 

○川角委員長  答弁終わります。 

 入本委員。 

○入 本 委 員  まちづくり委員会という組織があります。そこにこの予算でこれだけ

の祭をチェックして、皆さんで予算化してください言うたら、これは文

句言う者はおらんと。へたに行政がするから問題になる。うまくまちづ

くり委員会等の会合を使ってですね、そこら辺も任せてみるというのも

一つの手法ですので、提案して私の質問を終わります。 

○川角委員長  ほかに質疑ございませんか。 

  〔質疑なし〕 

○川角委員長  質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了いたします。 

 以上で本日の審査日程は全部終了いたしました。 

 次回は明日、14日午前10時から開会をいたします。 

 先ほど言いましたように、きのうの資料がきょう提出されております。

それで、これを要点だけ若干説明をするということでございますので、

もう少しお待ちをいただきたい。 

 新川部長お願いします。 

○新川総務部長  昨日の大新東等の契約また再委託等に係ります説明資料を配付させて

いただきました。そういう状況の中で、平成17年度の実績また18年度に

係ります大新東等のそうした契約額を今お配りをしたところでございま

す。ちょっと補足をさせていただくんですが、第1回の変更契約に係る

見積り、これが今回9月の状態でさせていただいておるわけ・・ 

○川角委員長  ここで暫時休憩いたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後４時２８分 休憩 

      午後４時３１分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○川角委員長  再開します。 

 新川部長。 

○新川総務部長  それでは、お手元の方に配付させていただいております右片上に平成

18年度第1回変更契約に係る見積り、それと裏につけております、また1

8年度当初契約に係る、3枚目なんですが、これが当初契約でございます。

基本的に、まず1枚目を見ていただきたいんですが、9月15日1億6,833万

690円で変更契約するということになっております。このことにつきま

しては、2,490万円を変更をいたしております。当初の数字に対して、2,

499万円をプラスしますと、ちょうど1億6,833万3,690円ということで、

その業者の方から出た見積りにつきましては、1億6,841万6,115円でご

ざいますが、これは端数調整等の関係で切り捨てをして契約をいたして

おるところでございます。 

 ただ、3月31日までのまだ日にち等がございますので、最終確定とい
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うことになると思いますので、この点よろしくお願いいたします。 

 2枚目につきましては、事業日数等の変更に伴いまして、こうした参

考資料を添付させていただいております。この資料につきましては、後

ろから2枚目の資料でございます。18年度当初引き受けの各保育所等の

施設に係ります時間が、当初の時間数につきましては、そこに一番総合

計に掲げておりますように、69人に対して時間数を掲げております。 

 続きまして、2枚目を見ていただきたいわけですが、それが82名に対

する保母さん等の時間数で、最終的にそこに掲げております当初契約の

2,990万円を増額したもので変更契約を行っておるものでございます。 

 続きまして、事業残の関係でございますが、昨日お配りをさせていた

だきました18年度の一部業務委託契約ということの内容でございますが、

そこに大新東、地域振興事業団3施設ということがございますが、そこ

を18年度の契約を掲げさせていただいた明細でございます。3,600、地

域振興事業団につきましては、学校給食調理業務、宿舎運営業務の9施

設でございまして、3,695万8,005円という委託費でございます。 

 続きまして、2ページ目をお願いいたします。公共施設の管理業務の

10施設、3,980万4,659円でございます。 

 あともう1件の一般行政事務等の業務の16施設につきましては、3枚目

の4,476万3,897円という状況でございます。当初17年度分はちょっと参

考的につけさせていただいておりますので、ご参考にしていただきたい

と思っております。昨日、17年度に係わります事業団の資料を配付いた

しておりませんでした。これは参考的に見ていただきたいと思っており

ます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○川角委員長  以上で資料説明は終わらせていただきます。 

 それでは、きょうはこの説明ということでご理解をいただき、これで

きょうは散会をいたします。 

 ご苦労でした。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後４時３５分 散会 


